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４　

む
す
び

１　

は
じ
め
に

一　

大
正
民
事
訴
訟
法
改
正（
大
正
一
五
年（
一
九
二
六
）四
月
二
四
日
公
布
、施
行
は
昭
和
四
年（
一
九
二
九
）一
〇
月
一
日
）は
こ
れ
ま
で
、

主
に
手
続
の
迅
速
化
と
そ
の
た
め
の
職
権
進
行
の
強
化
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
き（

２
）た

。
筆
者
は
旧
稿
に
て
、
明
治
民
事
訴
訟
法
（
明
治

二
四
年
（
一
八
九
一
）
施
行
）
下
の
大
半
の
時
期
を
費
や
し
て
行
わ
れ
た
大
正
改
正
に
向
け
て
の
起
草
・
立
法
過
程
の
議
論
と
、
同
時
期
の

一
般
の
実
務
法
曹
た
ち
の
ス
タ
ン
ス
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
際
の
筆
者
の
問
題
意
識
は
、
争
点
整
理
の
た
め
に
訴
訟
関
係
を
明
瞭
に
し
、

そ
の
争
点
に
つ
い
て
な
る
べ
く
真
実
に
近
い
事
実
認
定
を
行
う
べ
く
、職
権
が
口
頭
審
理
に
お
い
て
適
切
に
介
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

そ
れ
が
大
正
改
正
の
一
つ
の
柱
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
わ
が
法
曹
に
お
い
て
も
、
主
に
ド
イ
ツ
か
ら
継
受
さ
れ
た
民
事
訴
訟
手
続
が
当
事
者
主
義
（
当
時
は
「
不
干
渉
主
義
」
な
ど
と
呼

ば
れ
た
）
を
基
調
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
十
分
認
識
さ
れ
て
い（

３
）た

。
し
か
し
実
務
で
は
、
訴
訟
関
係
の
明
瞭
な
認
識
や
事
実
認

定
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
実
務
法
曹
の
あ
い
だ
で
は
、訴
訟
関
係
の
認
識（
釈
明
権
の
行
使
）な
ら
び
に
事
実
認
定（
証

拠
調
）
に
際
し
て
、
職
権
が
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が
広
く
期
待
さ
れ
て
お
り
、
強
度
の
介
入
を
望
む
声
も
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
あ（

４
）る

。

　

そ
れ
で
は
、
大
正
改
正
に
向
け
て
の
起
草
・
立
法
過
程
に
関
与
し
た
委
員
・
議
員
た
ち
に
お
い
て
は
、
職
権
介
入
の
あ
る
べ
き
程
度
は
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
訴
訟
関
係
の
明
瞭
な
認
識
に
つ
い
て
は
、
釈
明
権
行
使
の
具
体
的
な
程
度
が
詰
め
て
検
討
さ
れ



節度ある職権介入の構想

北法68（3・3）591

る
こ
と
は
な
く
、
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
す
で
に
示
し（

５
）た

。
本
稿
で
は
、
事
実
認
定
に
お
け
る
介
入
の
程
度
が

起
草
・
立
法
過
程
の
議
論
で
ど
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

事
実
認
定
に
お
け
る
職
権
介
入
に
関
連
す
る
大
正
改
正
の
条
項
と
し
て
は
、
証
拠
法
の
総
則
に
新
設
さ
れ
た
職
権
証
拠
調
の
一
般
規
定

（
二
六
一
条
）
が
言
及
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
口
頭
審
理
に
お
け
る
職
権
の
介
入
に
注
目
す
る
本
稿
で
は
そ
れ
に
加
え
、
当
事
者
訊
問

の
強
化
（
三
三
六
条
）
を
と
り
あ
げ
る
。

二
六
一
条　

裁
判
所
ハ
当
事
者
ノ
申
出
テ
タ
ル
証
拠
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
職
権
ヲ
以
テ

証
拠
調
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

三
三
六
条　

裁
判
所
カ
証
拠
調
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
申
立
ニ
因
リ
又
ハ
職
権
ヲ
以
テ
当
事
者
本
人
ヲ
訊
問
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
当
事
者
ヲ
シ
テ
宣
誓
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

職
権
証
拠
調
や
当
事
者
訊
問
は
、「
改
正
の
要
点
」
で
は
な
く
「
そ
の
他
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お（

６
）り

、
と
く
に
起
草
過
程
に
お
け
る

議
論
の
質
や
量
は
か
な
ら
ず
し
も
高
水
準
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
職
権
証
拠
調
・
当
事
者
訊
問
に
つ
い
て
の
起
草
・
立
法
過
程
の
議
論

で
は
、〈
当
事
者
か
職
権
か
〉
と
い
う
論
点
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て
お
り
、
大
正
改
正
で
事
実
認
定
に
お
け
る
職
権
介
入
が
ど
の
程
度
と
し

て
構
想
さ
れ
て
い
た
の
か
考
え
る
う
え
で
、
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
。

　

こ
の
二
つ
の
法
文
に
基
づ
く
職
権
介
入
の
程
度
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
ど
の
よ
う
な
像
を
描
い
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

⑴　

職
権
証
拠
調
の
一
般
規
定
（
二
六
一
条
）

　

染
野
義
信
氏
は
、
ド
イ
ツ
法
に
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
も
な
い
古
今
に
例
の
な
い
規
定
で
あ
り
、「
当
事
者
の
権
限
を
制
限
す
る
と
い
う
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方
向
の
勇
み
足
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
強
く
批
判
し
た
。「［
戦
後
削
除
さ
れ
る
ま
で
］
法
律
の
規
定
と
し
て
存
在

し
て
い
て
も
、
実
際
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
が
殆
ど
な
く
、
ま
た
民
事
訴
訟
法
の
下
で
適
用
さ
れ
る
筈
が
な
い
性
質
の
も
の
で
あ（

７
）る

」。
染
野

氏
の
立
論
は
、「
近
代
市
民
社
会
に
適
合
的
な
」
民
事
訴
訟
法
の
成
立
・
定
着
い
か
ん
と
い
う
視
点
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
後

ア
メ
リ
カ
の
影
響
で
当
事
者
主
義
化
を
図
っ
た
昭
和
二
三
年
改
正
で
二
六
一
条
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ（

８
）い

。

⑵　

当
事
者
訊
問
（
三
三
六
～
三
四
二
条
）

　

三
三
六
条
は
「
裁
判
所
カ
証
拠
調
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
」
に
当
事
者
訊
問
を
許
す
。
当
事
者
か
ら
申
出
の
あ
っ
た

証
拠
を
調
べ
て
も
、
裁
判
所
が
係
争
事
実
の
存
否
に
つ
い
て
心
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
限
っ
て
、
当
事
者
訊
問
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
の
「
補
充
性
の
原
則
」
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
、
民
訴
法
学
で
は
激
し
く
議
論
さ
れ
て
き（

９
）た

。
染
野
氏
は
衆
院
の
審
議
で

補
充
性
を
維
持
す
る
か
た
ち
に
法
案
が
修
正
さ
れ
た
（
法
案
に
あ
っ
た
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
が
削
除
さ
れ
た
）
こ
と
に
着

眼
し
、
当
事
者
の
利
益
を
守
る
・
職
権
主
義
的
傾
向
を
あ
る
程
度
緩
和
す
る
実
質
的
な
修
正
が
な
さ
れ
た
、
と
積
極
的
に
評
価
し

（
（1
（

た
。
こ
の

立
法
の
経
緯
や
条
文
の
文
理
に
も
と
づ
い
て
、
補
充
性
を
厳
格
に
解
釈
す
る
学
説
が
長
年
の
あ
い
だ
有
力
に
唱
え
ら
れ
た
。

　

他
方
中
野
貞
一
郎
氏
は
、
補
充
性
を
維
持
す
る
修
正
を
主
張
し
た
側
も
、
当
事
者
訊
問
後
に
他
の
証
拠
調
を
行
う
こ
と
を
排
除
せ
ず
緩
や

か
な
運
用
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
、
補
充
性
に
よ
り
当
事
者
訊
問
が
制
限
さ
れ
る
と
し
て
も
、「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
に
幅

広
い
職
権
証
拠
調
を
許
す
二
六
一
条
の
存
在
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
え
た
と
論
じ
、
補
充
性
に
否
定
的
な
立
場
を
と
っ

（
（1
（

た
。

そ
し
て
平
成
民
訴
法
改
正
（
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
施
行
）
に
お
い
て
、
補
充
性
の
要
件
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
二
〇
七
条
一

項
。
但
し
二
項
を
参

（
（1
（

照
）。
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⑶　

以
上
先
行
研
究
で
は
、
職
権
証
拠
調
の
一
般
規
定
の
導
入
は
強
度
の
職
権
主
義
化
と
し
て
批
判
さ
れ
、
当
事
者
訊
問
の
補
充
性
が
維
持

さ
れ
た
こ
と
に
多
く
の
論
者
が
長
い
間
重
要
な
意
義
を
認
め
て
き
た
、
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
評
価
は
、
あ
る
べ
き
職
権
介
入
の
程
度
に
つ

い
て
の
起
草
・
立
法
過
程
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
認
識
を
正
確
に
読
み
と
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
起
草
過
程
＝
法
律
取
調
委
員

会
（
明
治
四
四
～
大
正
四
年
（
一
九
一
一
～
一
五
））・
民
事
訴
訟
法
改
正
調
査
委
員
会
（
大
正
八
～
一
四
年
（
一
九
一
九
～
二
五
））、
そ
し

て
立
法
過
程
＝
貴
衆
両
院
で
の
審
議
（
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
））
の
速
記
録
を
史
料
と
し
て
、
大
正
改
正
で
事
実
認
定
に
お
け
る
職
権

介
入
の
程
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す

（
（1
（

る
。

　

明
治
民
訴
法
は
施
行
後
ま
も
な
く
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
、早
く
も
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
改
正
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
、

法
典
調
査
会
が
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
草
案
（
い
わ
ゆ
る
旧
法
典
調
査
会
案
）
を
完
成
さ
せ
た
。
本
稿
で
は
こ
こ
か
ら
検
討
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ

（
（1
（

る
。
そ
れ
以
降
の
大
正
改
正
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
略
年
表
な
ら
び
に
旧
稿
の
叙
述
を
参
照
さ
れ
た

（
（1
（

い
。

２　

起
草
過
程
─
─
法
律
取
調
委
員
会
・
民
訴
法
改
正
調
査
委
員
会

一　

法
律
取
調
委
員
会
ま
で

明
治
民
訴
法

一
一
四
条　

裁
判
所
ハ
事
件
ノ
関
係
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
メ
原
告
若
ク
ハ
被
告
ノ
自
身
出
頭
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一
一
五
条　

①
裁
判
所
ハ
原
告
若
ク
ハ
被
告
ノ
援
用
シ
タ
ル
証
書
ニ
シ
テ
其
手
中
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
ヲ
提
出
ス
可
キ
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

②
裁
判
所
ハ
外
国
語
ヲ
以
テ
作
リ
タ
ル
証
書
ニ
付
テ
ハ
其
訳
書
ヲ
添
附
ス
可
キ
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一
一
六
条　

裁
判
所
ハ
当
事
者
ノ
所
持
ス
ル
訴
訟
記
録
ニ
シ
テ
事
件
ノ
弁
論
及
ヒ
裁
判
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ヲ
提
出
ス
可
キ
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一
一
七
条　

①
裁
判
所
ハ
検
証
及
ヒ
鑑
定
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
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⑴　

職
権
証
拠
調

②
此
手
続
ハ
申
立
ニ
因
リ
命
ス
ル
検
証
及
ヒ
鑑
定
ニ
付
テ
ノ
規
定
ニ
従
フ

三
六
〇
条　

当
事
者
ノ
提
出
シ
タ
ル
許
ス
可
キ
証
拠
ヲ
調
ヘ
タ
ル
結
果
ニ
因
リ
証
ス
可
キ
事
実
ノ
真
否
ニ
付
キ
裁
判
所
カ
心
証
ヲ
得
ル
ニ
足
ラ
サ
ル

ト
キ
ハ
申
立
ニ
因
リ
又
ハ
職
権
ヲ
以
テ
原
告
若
ク
ハ
被
告
ノ
本
人
ヲ
訊
問
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

［
１
］
民
事
訴
訟
法
改
正
案
（
旧
法
典
調
査
会
案
）（
明
治
三
六
年
）・
・
・  

法
律
取
調
委
員
会
の
審
議
対
象 

一
三
七
条　

裁
判
所
ハ
訴
訟
関
係
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
メ
左
ノ
事
項
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一　

当
事
者
本
人
ノ
出
頭

二　

当
事
者
カ
保
持
ス
ル
書
面
ニ
シ
テ
準
備
書
面
又
ハ
口
頭
弁
論
ニ
於
テ
引
用
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
提
出
ス
ヘ
キ
コ
ト

三　

当
事
者
ノ
提
出
シ
タ
ル
書
面
ヲ
一
定
ノ
期
間
裁
判
所
書
記
課
ニ
留
置
ク
ヘ
キ
コ
ト

四　

外
国
語
ヲ
以
テ
作
リ
タ
ル
書
面
ノ
訳
書
ヲ
提
出
ス
ヘ
キ
コ
ト

五　

当
事
者
ノ
所
持
ス
ル
訴
訟
記
録
ニ
シ
テ
事
件
ノ
弁
論
及
ヒ
裁
判
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ヲ
提
出
ス
ヘ
キ
コ
ト

六　

検
証
及
ヒ
鑑
定

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
法
典
調
査
会
に
よ
る
草
案
（
旧
法
典
調
査
会
案
）

→
裁
判
所
・
検
事
局
・
弁
護
士
会
・
商
業
会
議
所
か
ら
の
意
見
聴
取
（
明
三
六
・
七
、
明
四
四
・
五
の
二
回
）

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
法
律
取
調
委
員
会
に
よ
る
民
訴
法
改
正
審
議
の
開
始

・
起
草
委
員
会
（
明
四
四
（
一
九
一
一
）・
五
・
五
～
大
三
（
一
九
一
四
）・
六
・
二
二
ま
で
一
〇
九
回
）

・
主
査
委
員
会
（
大
三
・
一
一
・
一
八
～
大
四
・
二
・
一
七
ま
で
一
〇
回
）

・
総
会
（
大
四
・
六
～
大
四
・
七
）
で
中
絶

・
起
案
会
（
大
四
・
三
・
一
二
～
大
八
・
六
・
二
三
ま
で
二
〇
二
回
）
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イ　

旧
法
典
調
査
会
案
で
は
、
一
般
的
な
職
権
証
拠
調
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
同
案
に
対
す
る
第
二
回
（
明
治
四
四
年
（
一
九
一

一
））
の
意
見
聴

（
（1
（

取
で
は
、
裁
判
所
に
一
般
的
に
職
権
証
拠
調
を
認
め
る
べ
き
と
い
う
見
解
が
見
ら
れ
る
。

（
証
拠
調
ノ
総
則
に
つ
い
て
）「
裁
判
所
は
職
権
を
以
て
総
て
の
証
拠
調
を
為
し
得
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と
」（
長
野
地
裁
・
同
検
事
局
、

宮
地
区
裁
・
同
検
事
局
、
小
松
区
裁
、
大
聖
寺
区
裁
）

当
事
者
の
申
立
に
基
づ
く
証
拠
調
で
十
分
な
心
証
が
得
ら
れ
な
い
と
き
、
と
い
う
補
充
性
を
主
張
す
る
意
見
や
、
本
人
訴
訟
に
限
り
導
入
す

る
と
い
う
意
見
、
さ
ら
に
釈
明
処
分
の
関
連
で
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
。

（
明
治
民
訴
法
二
七
四
条
に
つ
い
て
）「
…
当
事
者
の
申
立
に
基
く
証
拠
調
に
因
り
心
証
を
得
る
に
足
ら
ざ
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
職
権
を

以
て
総
て
の
証
拠
調
を
為
す
こ
と
を
得
」（
長
崎
控
訴
院
、
土
浦
区
裁
・
同
検
事
局
、
小
樽
商
業
会
議
所
）

（
証
拠
調
ノ
総
則
に
つ
い
て
）「
裁
判
所
は
弁
護
士
を
訴
訟
代
理
人
と
せ
ざ
る
訴
訟
当
事
者
の
為
め
、
幾
分
職
権
を
以
て
証
拠
調
を
為
す
こ

と
を
得
る
の
規
定
を
設
く
る
こ
と
」（
那
覇
地
裁
・
同
区
裁
、
奈
良
地
裁
・
同
管
内
各
区
裁
）

（
明
治
民
訴
法
一
一
七
条
に
つ
い
て
）「
本
条
を
左
の
如
く
改
む
る
こ
と　
『
裁
判
所
ハ
証
人
訊
問
検
証
鑑
定
其
他
一
切
ノ
証
拠
調
ヲ
命
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
』」（
山
形
地
裁
）

　

す
で
に
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
二
四
日
の
第
二
回
起
草
委
員
会
決
議
は
、「
八　

職
権
主
義
お
よ
び
書
面
審
理
主
義
の
範
囲
を

多
少
拡
張
す
る
こ
と
」
と
い
う
方
針
を
挙
げ
て
い

（
（1
（

る
。
具
体
的
に
は
、
案
三
条
（
事
物
管
轄
を
決
す
る
た
め
の
職
権
に
よ
る
検
証
・
鑑
定
）

の
議
論
の
際
に
、
一
切
の
証
拠
調
に
つ
き
職
権
主
義
を
と
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
提
議
さ

（
（1
（

れ
、
鈴
木
喜
三
郎
（
刑
事
局
長
兼
大

審
院
検
事
。
の
ち
検
事
総
長
・
法
相
・
内
相
）
の
「
職
権
を
以
て
証
拠
調
を
命
ず
る
必
要
あ
る
場
合
は
検
証
、
鑑
定
に
限
ら
ず
。
他
に
も
必

要
あ
る
証
拠
調
あ
り
。
故
に
証
拠
調
の
総
則
中
に
、
職
権
調
査
事
項
に
付
て
は
職
権
を
以
て
証
拠
調
を
命
ず
る
こ
と
を
得
る
旨
の
規
定
を
設

く
る
を
可
と
す
」
と
い
う
見
解
で
確
認
さ
れ
る
に
至
っ

（
（1
（

た
。
そ
の
後
対
象
が
要
証
事
実
一
般
に
広
げ
ら
れ
、
主
査
委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
べ
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き
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
⒀
「
証
拠
調
に
職
権
主
義
を
加
味
す
べ
き
や
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

（
（2
（

る
。

　

こ
れ
が
審
議
さ
れ
た
の
は
、
第
五
回
主
査
委
員
会
（
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
一
二
月
二
日
）
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
起
案
サ
イ
ド
と
し
て
説
明
を

お
こ
な
っ
た
松
岡
義
正
（
東
京
控
訴
院
部
長
）
は
、
元
来
民
事
訴
訟
で
は
形
式
的
真
実
発
見
で
あ
っ
た
が
実
体
的
真
実
発
見
を
目
的
と
す
べ

き
と
し
た
う
え
で
、
職
権
主
義
の
程
度
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
其
職
権
主
義
の
程
度
は
、
現
行
法
に
依
る
実
例
に
付
て
云
え
ば
、
私
は
当
事
者
の
援
用
し
た
る
証
拠
に
非
ざ
れ
ば
判
断
の
資
料
と
為
す
こ

と
能
わ
ず
と
思
う
。
尤
も
大
審
院
に
て
は
、
引
用
せ
ざ
る
も
の
と
雖

い
え
ど

も
裁
判
上
に
現
わ
れ
た
る
証
拠
は
、
反
対
当
事
者
の
利
益
に
供
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
云
う
意
見
な
る
も
、
現
行
法
の
解
釈
上
疑
問
な
り
。
此
の
如
き
場
合
に
、
当
然
裁
判
所
が
自
由
判
断
の
資
料
と
為
す
こ
と

も
、
職
権
主
義
の
一
な
り
。
本
案
は
更
に
進
み
て
、
職
権
を
以
て
証
拠
調
を
命
ず
る
こ
と
を
得
と
為
し
、
其
れ
を
自
由
判
断
の
資
料
と
為
す

趣
意
な
り
」

松
岡
は
前
半
で
い
わ
ゆ
る
証
拠
共
通
の
原
則
を
職
権
主
義
と
し
て
正
当
化
し
た
上

（
（2
（

で
、
後
半
で
は
職
権
証
拠
調
の
導
入
を
主
張
し
て
い
る
。

　

他
方
、
松
岡
と
と
も
に
起
草
過
程
の
ツ
ー
ト
ッ
プ
を
形
成
し
、
起
案
サ
イ
ド
と
し
て
の
発
言
を
全
期
間
に
わ
た
り
行
う
こ
と
に
な
る
山
内

確
三
郎
（
司
法
省
参
事
官
）
は
、
こ
の
時
点
で
は
松
岡
と
は
や
や
異
な
る
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
た
。
山
内
は
職
権
主
義
の
加
味
と
い
っ
て

も
刑
事
訴
訟
の
よ
う
な
絶
対
的
な
職
権
主
義
で
は
な
く
、
適
当
な
程
度
に
止
め
る
趣
旨
だ
と
し
た
う
え
で
、

「［
当
事
者
の
援
用
し
な
い
証
拠
を
判
断
資
料
と
す
る
こ
と
（
証
拠
共
通
の
原
則
）
も
含
む
、
と
い
う
他
の
委
員
の
発
言
に
］
然
り
。
当
事

者
の
準
備
せ
ざ
る
も
の
も
職
権
を
以
て
取
調
出
来
る
と
云
う
こ
と
は
困
る
と
思
う
。
故
に
準
備
し
た
る
証
拠
に
限
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」

松
岡
と
異
な
り
山
内
は
、
当
事
者
の
申
立
て
な
く
職
権
で
証
拠
調
を
お
こ
な
う
ま
で
の
介
入
強
化
に
は
、
こ
の
時
点
で
は
明
確
に
反
対
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
若
干
の
問
題
提
起
は
な
さ
れ
た
も
の
の
特
に
深
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
原
案
可
決
と
し
て
「
証
拠
調
に
職
権
主

義
を
加
味
せ
し
む
る
こ
と
」
と
決
議
さ
れ
て
い
る
。
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ロ　

な
お
、
釈
明
処
分
が
職
権
証
拠
調
と
の
関
連
で
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
起
草
委
員
会
で
案
一
三
七
条
（
釈
明
処
分
）

が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
際
に
は
、
委
員
の
間
に
釈
明
と
証
拠
調
の
実
質
的
機
能
を
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
す
る
者
と
、
両
者
を
あ
く
ま
で
分
け
て

考
え
る
者
が
み
ら
れ

（
（2
（

た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
釈
明
処
分
に
つ
い
て
の
民
訴
法
典
（
Ｃ
Ｐ
Ｏ
・
一
八
七
九
年
）
一
三
二
～
一
三
五
条
は
職
権
証
拠

調
を
認
め
た
規
定
と
通
説
で
は
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
引
き
う
つ
し
た
明
治
民
訴
法
の
規
定
（
一
一
四
～
一
一
七
条
）
の
う
ち
後
の

三
条
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
学
説
は
職
権
証
拠
調
を
許
す
も
の
と
考
え
て
い
た
と
さ
れ

（
（2
（

る
。
釈
明
処
分
と
職
権
証
拠
調
は
こ
の
後
の
起
草
・

立
法
過
程
を
通
じ
て
、
一
貫
し
て
リ
ン
ク
さ
れ
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑵　

当
事
者
訊
問

　

旧
法
典
調
査
会
案
に
は
、
明
治
民
訴
法
（
三
六
〇
条
以
下
）
に
は
存
在
し
た
当
事
者
訊
問
の
規
定
が
欠
け
て
い

（
（2
（

た
。
同
案
に
つ
い
て
の
意

見
聴
取
で
は
、
当
事
者
訊
問
の
規
定
の
復
活
を
求
め
る
意
見
と
な
ら
ん
で
、
補
充
性
要
件
の
廃
止
や
宣
誓
・
偽
証
へ
の
制
裁
を
設
け
よ
と
、

明
治
民
訴
法
よ
り
強
化
を
求
め
る
主
張
が
な
さ
れ
て
い

（
（2
（

る
。

「
裁
判
所
は
申
立
に
依
り
、又
は
職
権
を
以
て
何
時
に
て
も
当
事
者
本
人
の
訊
問
を
為
し
得
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と
」（
東
京
弁
護
士
会
）

「
本
節
［
当
事
者
本
人
ノ
訊
問
］
の
規
定
を
維
持
し
、
当
事
者
を
し
て
先
ず
宣
誓
を
為
さ
し
め
ず
し
て
訊
問
し
た
る
後
、
裁
判
所
に
於
て
事

実
の
真
相
を
知
り
難
し
と
認
め
た
る
と
き
は
、
宣
誓
を
為
さ
し
め
て
訊
問
し
、
此
場
合
に
於
て
は
偽
証
の
制
裁
を
以
て
戒
告
す
る
旨
の
規
定

を
設
く
る
こ
と
」（
京
都
商
業
会
議
所
）

　

そ
の
後
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
は
、
山
内
確
三
郎
が
証
拠
調
に
お
け
る
職
権
主
義
の
加
味
の
程
度
に
つ
い
て
の
発
言
（
上
記
⑴
で
紹

介
）
の
な
か
で
、「
…
現
行
法
に
て
は
本
人
訊

（
（2
（

問
は
、
総
て
の
証
拠
調
を
終
り
た
る
後
に
非
ざ
れ
ば
出
来
ざ
る
こ
と
に
な
り
居
る
も
、
之
を

必
要
と
認
め
た
る
と
き
は
最
初
よ
り
訊
問
出
来
る
と
云
う
位
の
程
度
に
、
職
権
主
義
を
加
味
す
る
も
の
と
思
い
居
た
り
」
と
、
補
充
性
要
件
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の
緩
和
に
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

二　

民
訴
法
改
正
調
査
委
員
会

［
479
］
民
事
訴
訟
法
改
正
案
（
第
一
案
・
議

（
（2
（

案
）・
・
・  

民
訴
法
改
正
調
査
委
員
会
の
審
議
対
象 

一
二
二
条　

①
裁
判
所
ハ
訴
訟
関
係
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
メ
左
ノ
事
項
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一　

当
事
者
本
人
又
ハ
其
法
定
代
理
人
ノ
出
頭

二　

訴
訟
書
類
又
ハ
訴
訟
ニ
於
テ
引
用
シ
タ
ル
書
面
其
他
ノ
物
件
ニ
シ
テ
当
事
者
ノ
所
持
ス
ル
モ
ノ
ヲ
提
出
ス
ヘ
キ
コ
ト

三　

当
事
者
ノ
提
出
シ
タ
ル
書
面
其
他
ノ
物
件
ヲ
裁
判
所
ニ
留
置
ク
ヘ
キ
コ
ト

四　

検
証
及
ヒ
鑑
定

②　

前
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
検
証
及
ヒ
鑑
定
ニ
付
テ
ハ
証
拠
調
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス

二
二
六
条　

裁
判
所
ハ
当
事
者
ノ
申
出
テ
タ
ル
証
拠
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
其
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
職
権
ヲ
以
テ
証

拠
調
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

二
八
九
条　

裁
判
所
カ
証
拠
調
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
其
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
職
権
ヲ
以
テ
当
事
者
ヲ
訊
問
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
当
事
者
ヲ
シ
テ
宣
誓
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

二
九
一
条　

①
宣
誓
シ
タ
ル
当
事
者
カ
虚
偽
ノ
陳
述
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
決
定
ヲ
以
テ
五
百
円
以
下
ノ
過
料
ニ
処
ス
此
決
定
ニ
対
シ
テ
ハ
即
時
抗
告

ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
（
二
項
省
略
）

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
～　

民
事
訴
訟
法
改
正
調
査
委
員
会

・
起
案
会
（
一
四
回
）

・
起
草
委
員
会
（
四
四
回
）

・
委
員
総
会
（
第
一
次
）（
大
一
〇
（
一
九
二
一
）・
一
二
・
一
五
～
大
一
二
（
一
九
二
三
）・
五
・
一
ま
で
四
四
回
）

・
委
員
総
会
（
第
二
次
）（
大
一
四
（
一
九
二
五
）・
四
・
二
三
～
一
二
・
一
七
ま
で
一
五
回
）
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⑴　

職
権
証
拠
調

イ　

こ
の
段
階
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、職
権
証
拠
調
の
一
般
規
定
が
案
二
二
六
条
と
し
て
登
場
す
る
。
し
か
し
同
条
に
つ
い
て
松
岡
義
正（
大

審
院
部
長
）
は
、「
本
案
に
は
必
要
あ
り
と
認
め
た
る
と
き
は
、
職
権
を
以
て
証
拠
調
を
す
る
よ
う
な
規
定
を
置
い
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と

ご
く
あ
っ
さ
り
説
明
し
、
特
に
質
疑
は
行
わ
れ
て
い
な

（
（2
（

い
。

　

他
方
山
内
確
三
郎
（
司
法
次
官
）
は
こ
の
時
期
、
当
事
者
主
義
を
基
本
と
し
た
上
で
真
実
探
求
の
た
め
の
職
権
介
入
を
強
化
す
べ
き
と
唱

え
て
い
た
。
大
正
一
〇
年
一
一
月
一
五
日
付
「
現
行
民
事
訴
訟
法
と
職
権
主

（
（3
（

義
」
に
お
い
て
、

「
予
が
裁
判
官
と
し
て
訴
訟
の
審
理
を
し
た
経
験
に
徴
す
る
と
き
は
、
当
事
者
が
争
う
べ
き
を
争
わ
ず
、
立
証
す
べ
き
を
立
証
せ
ず
、
或
は

立
証
責
任
を
弁
え
ず
し
て
、
其
権
利
の
伸
張
防
御
に
欠
陥
あ
る
が
為
め
、
当
然
勝
訴
す
べ
く
し
て
敗
訴
の
結
果
を
来
し
、
而
か
も
裁
判
所
は

所
謂
不
干
渉
主
義
な
る
が
故
に
、
斯か

か

る
場
合
に
於
て
も
尚な

お

且か
つ

職
権
を
以
て
証
拠
調
を
為
す
を
得
ず
、
証
拠
の
提
出
を
当
事
者
に
命
ず
る
の

権
能
な
き
が
為
め
、
全
く
事
実
の
真
相
を
尽
さ
ず
し
て
不
愉
快
な
る
判
決
を
為
す
こ
と
が
数
次
あ
っ
た
の
で
あ
る
」

と
現
状
を
批
判
し
、
民
事
訴
訟
の
裁
判
官
は
出
来
得
る
限
り
事
実
の
真
相
を
捉
え
て
当
事
者
の
私
権
を
擁
護
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
従
来

の
不
干
渉
主
義
を
幾
分
緩
和
し
て
、
あ
る
程
度
ま
で
の
干
渉
主
義
を
加
味
す
べ
し
と
い
う
。

「
如
何
な
る
程
度
に
於
て
干
渉
主
義
を
加
味
す
べ
き
や
は
、
慎
重
の
考
慮
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
先
ず
改
革
の
第
一
着
手
と
し
て
は
、

証
拠
調
に
職
権
主
義
を
加
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
之
れ
は
当
事
者
本
人
間
の
訴
訟
に
於
て
特
に
必
要
を
感
じ
、弁
護
士
間
の
訴
訟
に
於
て
も
、

立
証
責
任
を
弁
え
ざ
る
結
果
其
の
主
張
事
実
を
明

あ
き
ら
か

に
す
る
の
時
機
を
逸
し
、
予
期
せ
ざ
る
不
利
益
の
結
果
を
来
す
も
の
も
尠

す
く
な

か
ら
ざ
る

現
状
で
あ
る
」

か
ら
、
釈
明
権
行
使
に
よ
っ
て
当
事
者
に
立
証
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
事
実
の
真
相
を
明
に
す
る
に
就
て
は
、
独
り
当
事
者
に
立
証
を
促
す
に
止
ま
ら
ず
、
証
拠
に
依
り
事
実
の
真
相
を
明
に
す
る
を
得
ず
と
認
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め
た
る
場
合
に
於
て
、
裁
判
所
は
職
権
を
以
て
証
拠
調
を
為
す
こ
と
を
得
る
の
規
定
を
設
く
る
の
必
要
が
あ
る
」

と
強
調
し
た
。
争
い
あ
る
事
実
に
つ
い
て
裁
判
所
が
心
証
を
得
な
い
場
合
に
、
心
証
を
得
る
た
め
に
職
権
で
証
拠
調
を
す
る
こ
と
は
、
必
ず

し
も
不
干
渉
主
義
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。
山
内
は
不
干
渉
主
義
へ
の
職
権
主
義
の
加
味
、
す
な
わ
ち
釈
明
権
強
化
に
よ
る
立
証
の

促
（
（3
（

し
と
補
充
的
な
職
権
証
拠
調
導
入
に
よ
っ
て
、
真
実
に
基
づ
く
訴
訟
を
実
現
す
る
こ
と
を
「
喫
緊
の
急
務
」
と
し
て
強
く
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
法
律
取
調
委
員
会
に
お
け
る
発
言
と
比
べ
、
明
ら
か
に
ス
タ
ン
ス
の
転
換
が
見
て
取
れ
る
。

ロ　

各
則
的
規
定
と
し
て
、
起
草
過
程
末
期
に
な
っ
て
釈
明
の
一
環
と
し
て
案
一
二
二
条
ノ
二
「
裁
判
所
ハ
訴
訟
関
係
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル

為
メ
必
要
ナ
ル
調
査
ヲ
官
庁
又
ハ
公
署
ニ
嘱
託
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
本
条
は
、
官
庁
や
法
人
へ
の
鑑
定
の
嘱
託
を
可
能

に
す
る
と
い
う
提
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ

（
（3
（

り
、
鑑
定
の
説
明
の
際
に
も
、
本
条
を
置
い
た
結
果
証
拠
調
と
し
て
の
規
定
は
必
要
な
い
と
説
明

さ
れ
た
。
し
か
し
本
条
が
訴
訟
関
係
を
明
瞭
に
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
証
拠
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
る
の
か
議
論
が
あ
り
、
結
局
証
拠
調
に

も
規
定
を
お
く
こ
と
と
な
っ

（
（3
（

た
。

ハ　

起
草
過
程
の
総
決
算
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
民
事
訴
訟
法
中
改
正
法
律
案
理
由

（
（3
（

書
』（
同
じ
内
容
の
文
書
が
議
会
審
議
に
際
し
て
配
布

さ
れ
た
）
で
は
、「［
証
拠
法
の
総
則
に
お
い
て
］
広
く
一
般
の
証
拠
調
に
付
職
権
主
義
を
加
味
し
…
た
る
こ
と
は
、
現
行
法
改
正
の
主
要
な

る
点
な
り
」
と
は
さ
れ
る
も
の
の
、
案
二
六
一

（
（3
（

条
に
つ
い
て
は
や
は
り
「
…
其
の
趣
旨
判
断
の
適
正
を
期
せ
ん
と
す
る
に
在
り
て
、
民
事
訴

訟
の
取
調
に
付
職
権
主
義
を
加
味
し
た
る
場
合
の
一
に
属
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

⑵　

当
事
者
訊
問

　

復
活
さ
せ
ら
れ
た
当
事
者
訊
問
の
案
文
（
案
二
八
九
条
以
下
）
に
つ
い
て
、
松
岡
義
正
は
明
治
民
訴
法
に
対
す
る
大
き
な
修
正
と
し
て
、

当
事
者
宣
誓
の
導
入
と
職
権
の
み
に
よ
っ
て
行
う
よ
う
に
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
明
治
民
訴
法
で
は
申
立
又
は
職
権
に
よ
っ
て
と
な
っ
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て
い
る
が
、「
種
々
の
弊
害
を
避
け
る
為
め
に
」
申
立
で
な
く
職
権
を
も
っ
て
す
る
こ
と
に
し

（
（3
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
其
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム

ル
ト
キ
」
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
案
二
二
六
条
の
職
権
証
拠
調
と
平
仄
を
合
わ
せ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
続
く
質
疑
で
は
、
宣
誓
は
必

要
的
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る
起
案
サ
イ
ド
の
説
明
に
対
し
て
、
宣
誓
を
義
務
づ
け
る
べ
き
と
い
う
主
張
が
み
ら
れ

（
（3
（

た
。

イ　

起
草
過
程
の
終
盤
に
な
っ
て
、「
証
拠
調
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
」
の
要
件
と
「
其
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」

要
件
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
当
事
者
訊
問
の
補
充
性
い
か
ん
に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ

（
（3
（

た
。

　

岩
崎
幸
治
郎
・
熊
谷
直
太
（
い
ず
れ
も
東
京
控
訴
院
判
事
を
経
て
衆
院
議
員
（
政
友
会
））
は
、
案
二
八
九
条
は
「
裁
判
所
カ
必
要
ア
リ

ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
職
権
ヲ
以
テ
当
事
者
ヲ
訊
問
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
修
正
し
、「
証
拠
調
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
」
を

削
除
す
べ
き
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
現
行
法
と
違
っ
て
此
改
正
法
案
に
於
き
ま
し
て
は
、
必
要
あ
り
と
認
め
た
場
合
は
何
時
で
も
職
権

を
以
て
当
事
者
を
訊
問
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
」（
岩
崎
）。
必
要
な
場
合
の
職
権
証
拠
調
を
、
案
二
二
六
条
が

一
般
的
に
認
め
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
主
張
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
起
案
サ
イ
ド
の
松
岡
義
正
・
山
内
確
三
郎
は
、「
裁
判
所
が
勝
手
に
何
時
で
も
必
要
と
認
め
た
ら
出
来
る
と
始
め
か
ら
定

め
て
置
く
と
云
う
よ
う
に
な
る
と
、
本
人
訊
問
の
趣
旨
が
貫
か
な
い
よ
う
に
な
る
。
本
人
訊
問
の
性
質
は
最
終
の
手
段
で
あ
る
と
云
う
こ
と

を
現
わ
す
意
味
に
於
て
、
前
段
の
規
定
を
残
し
て
置
く
こ
と
は
頗

す
こ
ぶ

る
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
居
る
」
と
述
べ
、
当
事
者
本
人
の
訊

問
を
最
終
の
手
段
と
す
る
明
治
民
訴
法
の
趣
旨
を
踏
襲
し
た
と
す
る
。

　

そ
の
直
後
に
速
記
が
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
ど
う
い
う
や
り
取
り
が
展
開
さ
れ
た
の
か
は
推
測
す
る
し
か
な
い
。
右
に
紹
介

し
た
議
論
だ
け
見
れ
ば
、
岩
崎
ら
が
補
充
性
を
廃
止
す
る
職
権
介
入
の
か
な
り
の
強
化
を
企
図
し
て
い
た
の
に
対
し
、
起
案
サ
イ
ド
は
補
充

性
を
強
く
支
持
し
て
い
た
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
両
者
の
想
定
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
近
接
し
て
い
た
と
考
え
た
い
。
岩

崎
は
修
正
意
見
の
前
提
と
し
て
、
こ
う
述
べ
て
い
た
。
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「
私
共
の
経
験
に
依
る
と
、
証
拠
調
に
依
り
て
心
証
を
得
る
こ
と
の
出
来
な
い
場
合
に
当
事
者
訊
問
が
出
来
る
と
な
る
と
、
何
と
な
く
一
の

刺
戟
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
、
事
件
の
進
行
が
そ
れ
か
ら
又
新
し
く
な
っ
て
行
く
よ
う
な
形
が
あ
り
ま
す
」

岩
崎
は
最
初
か
ら
い
き
な
り
当
事
者
訊
問
を
行
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
事
者
申
請
の
証
拠
を
そ
れ
な
り
に
は
調
べ
た
が
十
分

な
心
証
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
、「
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
と
し
て
当
事
者
訊
問
を
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に
し
、
そ
こ
か
ら
判
明
し
た

事
柄
を
前
提
に
残
り
の
証
拠
調
を
行
っ
た
ほ
う
が
、
事
実
認
定
を
よ
り
適
切
な
も
の
に
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
松
岡
・
山

内
が
、
当
事
者
訊
問
は
最
後
の
手
段
で
あ
る
と
強
調
し
つ
つ
、「
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
に
も
訊
問
を
認
め
る
案
文
を
起
案
し
た
の
も
、

同
様
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
の
ち
の
立
法
過
程
の
審
議
に
お
い
て
、明
瞭
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
要
す
る
に
起
草
過
程
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
は
、
当
事
者
の
申
請
に
基
づ
き
証
拠
調
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
補
充
性
の
厳

格
な
適
用
が
不
適
切
な
帰
結
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
柔
軟
に
当
事
者
訊
問
を
行
え
る
よ
う
法
文
上
の
根
拠
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

（
（3
（

る
、
と
い

う
緩
や
か
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
速
記
の
再
開
後
に
小
山
温
（
元
司
法
次
官
）
が
、
案
二
八
九
条
は
証
拠
調
で

あ
り
、
そ
れ
で
足
り
な
い
時
に
本
人
の
訊
問
と
な
る
と
解
す
る
と
述
べ
た
の
を
受
け
て
、
岩
崎
は
「
意
味
が
同
じ
だ
と
云
う
な
ら
ば
私
の
意

見
は
撤
回
し
て
も
宜
し
い
」
と
し
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ　

起
案
サ
イ
ド
が
「
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
に
よ
っ
て
強
度
の
職
権
介
入
を
志
向
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
こ
と
は
、
起
草
過
程

の
終
了
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
文
書
群
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
『
改
正
法
律
案
理
由
書
』
は
「
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
に
拡
大
し
た
こ
と
に
は
特
に
触
れ
ず
、
当
事
者
に
宣
誓
を
さ
せ
る
こ
と
に
し

虚
偽
の
陳
述
に
対
し
て
は
過
料
を
規
定
し
た
こ
と
の
み
を
、
改
正
の
要
点
と
し
て
指
摘
す

（
（4
（

る
。
法
相
そ
の
他
に
よ
る
公
の
趣
旨
説
明
の
基
礎

と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
民
事
訴
訟
法
改
正
要

（
（4
（

目
」
に
お
い
て
も
、「
其
ノ
他
注
意
ス
ヘ
キ
改
正
事
項
」
の
一
つ
と
し
て
「
当
事
者
宣
誓
ノ

0

0

0

0

0

0

制
度

0

0

ヲ
認
メ
タ
ル
コ
ト
」（
傍
点
水
野
）
が
案
三
三
六

（
（4
（

条
に
よ
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
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従
っ
て
、
起
案
サ
イ
ド
に
お
い
て
本
条
の
重
点
は
、
宣
誓
・
過
料
の
新
設
に
よ
っ
て
真
実
追
求
を
強
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の

点
に
つ
い
て
は
例
外
的
な
場
合
に
関
す
る
若
干
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
た
だ

（
（4
（

け
で
、
議
論
が
盛
り
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ハ　

原
嘉
道
（
弁
護
士
。
の
ち
法
相
、
枢
密
院
議
長
）
は
、
訴
訟
関
係
を
明
瞭
に
す
る
釈
明
処
分
た
る
当
事
者
本
人
の
出
頭
（
案
一
二
二
条

一
条
一
号
）
と
当
事
者
訊
問
の
関
係
に
つ
い
て
、
両
者
は
あ
く
ま
で
別
と
考
え
る
松
岡
義
正
・
山
内
確
三
郎
に
対
し
反
論
し
て
い

（
（4
（

る
。
当
事

者
を
呼
ん
で
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
の
は
、
訴
訟
関
係
を
明
瞭
に
す
る
と
は
い
っ
て
も
、「
実
際
に
於
て
は
、
代
理
人
の
言
う
こ
と
で
は
何

だ
か
何
を
言
っ
て
居
る
か
分
ら
ぬ
と
云
う
の
で
な
く
し
て
、
寧
ろ
事
実
の
真
相
に
適
す
る
や
否
や
を
、
本
人
又
は
法
定
代
理
人
に
直
接
訊
問

す
る
為
め
で
あ
ろ
う
。
其
本
人
訊
問
と
余
り
区
別
は
な
い
。
理
屈
の
上
で
区
別
す
る
な
ら
ば
ど
う
か
知
ら
ぬ
が
、
余
り
区
別
は
な
い
こ
と
で

は
な
い
か
」。
当
事
者
訊
問
の
案
二
八
九
条
が
い
つ
で
も
訊
問
で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、形
式（
釈
明
処
分
と
証
拠
調
）は
違
っ

て
も
実
際
は
同
じ
こ
と
に
な
る
よ
う
な
感
じ
だ
、
と
問
い
た
だ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
釈
明
処
分
と
職
権
が
介
入
し
て
行
わ
れ
る

証
拠
調
の
機
能
が
大
幅
に
重
な
り
あ
う
と
い
う
認
識
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
起
草
過
程
に
お
い
て
は
、
職
権
証
拠
調
・
当
事
者
訊
問
と
も
議
論
は
そ
れ
ほ
ど
活
発
と
は
い
え
ず
、
論
点
が
深
ま
っ
た
と
も
言
い
が

た
い
。
そ
れ
に
比
し
て
、
立
法
過
程
に
お
い
て
は
そ
れ
な
り
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

３　

立
法
過
程
─
─
貴
衆
両
院
で
の
審

（
（4
（

議

［
500
］
民
事
訴
訟
法
中
改
正
法
律
案
（
議
会
提
出
・
第
五
案
）・
・
・  

帝
国
議
会
の
審
議
対
象  

一
二
七
条
①　

裁
判
長
ハ
訴
訟
関
係
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
事
実
上
及
法
律
上
ノ
事
項
ニ
関
シ
当
事
者
ニ
対
シ
テ
問
ヲ
発
シ
又
ハ
立
証
ヲ
促
ス
コ
ト
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ヲ
得

②　

陪
席
判
事
ハ
裁
判
長
ニ
告
ケ
テ
前
項
ニ
規
定
ス
ル
処
置
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

③　

当
事
者
ハ
裁
判
長
ニ
対
シ
必
要
ナ
ル
発
問
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

一
三
一
条　

①
裁
判
所
ハ
訴
訟
関
係
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
左
ノ
処
分
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

一　

当
事
者
本
人
又
ハ
其
ノ
法
定
代
理
人
ノ
出
頭
ヲ
命
ス
ル
コ
ト

二　

訴
訟
書
類
又
ハ
訴
訟
ニ
於
テ
引
用
シ
タ
ル
書
面
其
ノ
他
ノ
物
件
ニ
シ
テ
当
事
者
ノ
所
持
ス
ル
モ
ノ
ヲ
提
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト

三　

当
事
者
又
ハ
第
三
者
ノ
提
出
シ
タ
ル
文
書
其
ノ
他
ノ
物
件
ヲ
裁
判
所
ニ
留
置
ク
コ
ト

四　

検
証
ヲ
為
シ
又
ハ
鑑
定
ヲ
命
ス
ル
コ
ト

五　

必
要
ナ
ル
調
査
ヲ
嘱
託
ス
ル
コ
ト

②　

前
項
ニ
規
定
ス
ル
検
証
、
鑑
定
及
調
査
ノ
嘱
託
ニ
付
テ
ハ
証
拠
調
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス

二
六
一
条　

裁
判
所
ハ
当
事
者
ノ
申
出
テ
タ
ル
証
拠
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
職
権
ヲ
以
テ

証
拠
調
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

二
六
二
条　

裁
判
所
ハ
必
要
ナ
ル
調
査
ヲ
官
庁
若
ハ
公
署
、
外
国
ノ
官
庁
若
ハ
公
署
又
ハ
法
人
ニ
嘱
託
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

→
衆
議
院
に
よ
る
修
正
（［
666
］［
667
］
大
一
五
・
三
・
一
九
、
二
〇
）

裁
判
所
ハ
必
要
ナ
ル
調
査
ヲ
官
庁
若
ハ
公
署
、
外
国
ノ
官
庁
若
ハ
公
署
又
ハ
学
校
、
商
業
会
議
所
、
取
引
所
其
ノ
他
ノ
団
体
ニ
嘱
託
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
三
一
〇
条　

①
裁
判
所
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
官
庁
若
ハ
公
署
、
外
国
ノ
官
庁
若
ハ
公
署
又
ハ
相
当
ノ
設
備
ア
ル
法
人
ニ
鑑
定
ヲ
嘱
託
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
宣
誓
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
除
ク
ノ
外
本
款
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス

三
三
六
条　

裁
判
所
カ
証
拠
調
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
職
権
ヲ
以
テ
当
事
者
本
人
ヲ
訊
問

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
当
事
者
ヲ
シ
テ
宣
誓
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

→
貴
族
院
に
よ
る
修
正
（［
652
］
大
一
五
・
三
・
三
）

裁
判
所
カ
証
拠
調
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
申
立
ニ
因
リ
又
ハ
職
権
ヲ
以
テ
当
事
者
本
人

ヲ
訊
問
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
当
事
者
ヲ
シ
テ
宣
誓
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
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→
衆
議
院
に
よ
る
修
正
（［
668
］
大
一
五
・
三
・
二
二
）

裁
判
所
カ
証
拠
調
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
申
立
ニ
因
リ
又
ハ
職
権
ヲ
以
テ
当
事
者
本
人
ヲ
訊
問
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場
合

ニ
於
テ
ハ
当
事
者
ヲ
シ
テ
宣
誓
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

三
三
九
条　

①
宣
誓
シ
タ
ル
当
事
者
カ
虚
偽
ノ
陳
述
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
決
定
ヲ
以
テ
千
円
以
下
ノ
過
料
ニ
処
ス
此
ノ
決
定
ニ
対
シ
テ
ハ
即

時
抗
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
（
二
項
省
略
）

　

→
貴
族
院
に
よ
る
修
正
（［
652
］
大
一
五
・
三
・
三
）

①
宣
誓
シ
タ
ル
当
事
者
カ
虚
偽
ノ
陳
述
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
決
定
ヲ
以
テ
五
百
円
以
下
ノ
過
料
ニ
処
ス
此
ノ
決
定
ニ
対
シ
テ
ハ
即
時
抗
告

ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）

二
月
一
二
日　
　
　
　
　
　

帝
国
議
会
に
法
案
提
出

二
月
二
〇
日
～
三
月
三
日　

貴
族
院
で
特
別
委
員
会
小
委
員
会
設
置
、
審
議

三
月
五
日　
　
　
　
　
　
　

貴
族
院
で
可
決

三
月
一
〇
日
～
三
月
二
二
日　

衆
議
院
で
特
別
委
員
会
設
置
、
審
議
（
一
九
・
二
〇
日　

小
委
員
会
）

三
月
二
三
日　
　
　
　
　
　

衆
議
院
で
可
決

三
月
二
四
日　
　
　
　
　
　

貴
族
院
で
衆
議
院
の
修
正
を
可
決

四
月
二
四
日　
　
　
　
　
　

公
布
（
→
施
行
・
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
〇
月
一
日
）

一　

法
案
へ
の
法
曹
界
の
反
応

　

帝
国
議
会
の
審
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
今
村
恭
太
郎
（
東
京
地
裁
所
長
）「
民
事
訴
訟
法
改
正
ト
訴
訟
ノ
促

（
（4
（

進
」、
帝
国
弁

護
士
会
「
民
事
訴
訟
法
改
正
案
修
正
意
見
」（
大
一
五
・

（
（4
（

二
）、
帝
国
弁
護
士
会
の
意
見
（
大
一
五
・
三
・
二

（
（4
（

〇
）、
日
本
弁
護
士
協
会
・
東



論　　　説

北法68（3・18）606

京
弁
護
士
会
の
修
正
意
見
（
大
一
五
・

（
（4
（

二
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
村
意
見
書
は
法
案
に
厳
し
い
批
判
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、「
職
権
主
義
の
拡
張
」
に
つ
い
て
は
他
の
項
目
と
列
挙
さ
せ
て
「
適

切
貴
重
な
る
改
正
た
る
を
疑
わ
ず
」
と
触
れ
る
に
留
ま
る
。

　

帝
国
弁
護
士
会
は
職
権
証
拠
調
に
つ
き
、
案
二
六
一
条
の
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
の
削
除
を
主
張
し
た
。
こ
れ
で
は
職
権

調
査
の
範
囲
が
広
す
ぎ
、
当
事
者
処
分
主
義
を
原
則
と
す
る
民
事
訴
訟
の
原
則
に
反
す
る
と
し
た
上
で
、
釈
明
に
関
す
る
案
一
二
七
条
・
一

三
一
条
の
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
職
権
調
査
の
範
囲
を
増
大
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
当
事
者
訊
問
に
つ
い
て

は
、
当
事
者
の
申
立
に
よ
る
実
施
の
追
加
を
主
張
し
た
ほ

（
（5
（

か
、
宣
誓
・
過
料
を
設
け
た
の
は
不
当
と
し
そ
の
削
除
を
求
め

（
（5
（

た
。
こ
れ
ら
の
点

は
貴
衆
両
院
で
の
審
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

（
（5
（

る
。

二　

貴
族
院
で
の
審
議

　

貴
族
院
で
は
実
質
的
な
審
議
は
特
別
委
員
会
小
委
員
会
（
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月
二
〇
日
設
置
）
で
行
わ
れ
た
。
専
門
的
知
識

を
持
つ
者
と
し
て
選
出
さ
れ
た
河
村
譲
三
郎
委
員
長（
元
司
法
次
官
）、水
上
長
次
郎（
元
大
阪
控
訴
院
長
）、渡
辺
暢（
元
朝
鮮
高
等
法
院
長
）、

志
水
小
一
郎
（
元
陸
軍
省
法
務
局
長
）、渡
辺
修
二
（
男
爵
、元
検
事
）、佐
竹
三
吾
（
元
鉄
道
官
僚
、法
制
局
長
官
）
の
六
人
が
議
論
を
行
っ
た
。

⑴　

職
権
証
拠
調

　

案
二
六
一
条
の
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
と
い
う
要
件
が
、
広
範
に
過
ぎ
る
と
い
う
指
摘
が
複
数
の
委
員
か
ら
出
て
い

（
（5
（

る
。

前
段
の
「
当
事
者
ノ
申
出
テ
タ
ル
証
拠
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
」
が
事
実
上
無
用
に
な
っ
て
し
ま
い
、「
裁
判
所
は
必

要
あ
り
と
認
め
る
場
合
は
い
つ
で
も
職
権
証
拠
調
が
で
き
る
」
と
書
い
て
も
同
様
の
意
味
に
な
る
。
即
ち
全
然
職
権
主
義
に
な
り
、
当
事
者
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主
義
と
い
う
精
神
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
は
、上
述
し
た
弁
護
士
会
か
ら
の
批
判
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
池
田
寅
二
郎
政
府
委
員
（
民
事
局
長
。
の
ち
大
審
院
長
）
は
、「
当
事
者
ノ
申
出
テ
タ
ル
証
拠
ニ
依
リ
テ
心
証
ヲ
得
ル
コ

ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
」
を
冒
頭
に
置
き
、
そ
の
後
で
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
と
書
い
た
こ
と
に
は
、
相
当
意
味
を
こ
め
て
い
る

つ
も
り
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

「
即
ち
此
職
権
の
調
べ
と
云
う
こ
と
は
、
当
事
者
の
申
出
の
証
拠
と
云
う
も
の
の
補
充
的
の
意
味
で
、
…
現
行
法
に
依
り
ま
す
れ
ば
、
検
証

と
鑑
定
だ
け
は
矢
張
り
い
け
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
必
し
も
其
証
拠
方
法
に
制
限
を
付
け
る
と
云
う
こ
と
は
必
要
で
は
あ
る
ま
い
…

と
云
う
こ
と
で
、
此
規
定
に
証
拠
方
法
の
種
類
を
限
定
し
な
い
で
、
茲こ

こ

に
書
い
た
に
止
ま
る
…
ど
こ
迄
も
当
事
者
訴
訟
主
義
を
眼
中
に
置

き
ま
し
て
、
而
し
て
其
補
充
を
す
る
と
云
う
位
の
意
味
が
茲
に
籠
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
唯
愈い

よ
い
よ〻

仕
舞
ま
で
行
っ
て
、
そ
う
し
て
心
証

を
得
る
こ
と
能
わ
ざ
る
と
き
、
と
云
う
こ
と
の
み
に
限
る
と
云
う
こ
と
は
狭
き
に
失
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、『
其
ノ
他
必
要
ア
ル
ト
キ
』
と

云
う
こ
と
が
茲
に
加
わ
っ
て
居
り
ま
す
。
当
事
者
の
申
出
で
た
る
と
き
云
々
と
云
う
こ
と
を
冒
頭
に
掲
げ
て
、
そ
う
し
て
規
定
を
致
し
ま
し

た
の
は
、
茲
で
以
て
極
め
て
補
充
的
の
意
味
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
現
わ
す
の
趣
旨
と
、
御
了
解
を
請
い
ま
す
」

「［「
必
要
あ
り
と
認
め
る
場
合
は
い
つ
で
も
職
権
証
拠
調
が
で
き
る
」
と
だ
け
書
く
の
で
は
］
如
何
に
も
当
事
者
の
申
出
と
云
う
こ
と
を
土

台
に
置
か
な
い
で
、
其
有
無
に
拘
ら
ず
、
初
め
よ
り
裁
判
所
が
徹
底
的
に
職
権
を
以
て
証
拠
調
べ
を
す
る
と
云
う
よ
う
な
こ
と
が
、
幾
分
か

見
え
る
よ
う
に
な
り
は
し
な
い
か
と
云
う
こ
と
を
恐
れ
ま
す
の
で
、
先
ず
此
職
権
主
義
を
加
味
す
る
と
云
う
程
度
の
も
の
に
現
わ
し
ま
す
る

に
は
、
此
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
実
は
思
い
ま

（
（5
（

す
」

　

起
案
サ
イ
ド
に
と
っ
て
、「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
は
強
度
の
職
権
介
入
を
認
め
る
趣
旨
で
は
な
い
。
補
充
性
の
要
件
を
文

字
通
り
に
適
用
す
る
の
が
不
適
切
な
場
合
の
回
避
策
を
明
文
化
す
る
に
と
ど
ま
る
、
節
度
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
批
判
者
た
ち
は
、「
其
ノ

他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
要
件
が
強
度
の
職
権
介
入
に
道
を
ひ
ら
く
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
も
の
の
、
補
充
的
に
職
権
証
拠
調
が
行
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わ
れ
る
こ
と
ま
で
否
定
す
る
発
言
は
み
ら
れ
な
い
。
起
案
サ
イ
ド
と
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
間
に
は
─
─
法
案
の
各
所
で
強
度
の
職
権
介
入

の
実
現
を
唱
え
て
い
た
水
上
長
次

（
（5
（

郎
一
人
を
除
い
て
─
─
、
職
権
介
入
の
程
度
に
つ
い
て
大
き
な
イ
メ
ー
ジ
の
相
違
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ

う
。

　

そ
も
そ
も
案
二
六
一
条
は
証
拠
法
の
総
則
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
実
際
の
局
面
で
は
よ
り
具
体
的
な
条
項
の
適
用
が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
批
判
派
（
佐
竹
三
吾
）
か
ら
は
、
案
一
二
七
条
一
項
・
一
三
一
条
・
二
六
二
条
の
よ
う
な
調
査
の
方
法
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
上
さ
ら

に
職
権
証
拠
調
の
範
囲
を
拡
張
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い

（
（5
（

る
。
強
度
の
職
権
介
入
を
主
張
す
る
水
上
長
次
郎
も
、
現
行
の
当
事
者

訊
問
や
釈
明
権
の
規
定
の
趣
旨
と
精
神
を
裁
判
官
が
十
分
に
理
解
し
、
で
き
る
だ
け
拡
張
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
考
え
が
あ
れ
ば
、
現
状
は
か

な
り
改
善
さ
れ
う
る
と
述
べ
て
、
法
改
正
よ
り
も
裁
判
官
の
意
識
改
革
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ

（
（5
（

る
。

⑵　

当
事
者
訊
問

　

当
事
者
訊
問
の
案
文
が
明
治
民
訴
法
に
な
い
宣
誓
・
過
料
の
規
定
を
新
設
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
な
さ

れ
（
（5
（

た
。
渡
辺
修
二
は
、
宣
誓
し
た
当
事
者
が
虚
偽
の
陳
述
を
し
て
も
刑
法
の
偽
証
罪
（
一
六
九
条
）
に
い
う
「
証
人
」
に
は
当
た
ら
な
い
と

い
う
池
田
政
府
委
員
の
説
明
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
に
懸
念
を
表
明
す
る
。

「
裁
判
所
が
矢
張
り
本
人
を
訊
問
し
て
、
其
調
査
な
り
訊
問
に
依
て
得
た
も
の
を
矢
張
り
証
拠
に
供
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
矢
張
り
本
人
で
あ
る
と
共
に
、一
面
証
人
で
あ
る
よ
う
な
風
に
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
も
思
い
ま
す
。…
所
謂
当
事
者
処
分
主
義
じ
ゃ

な
く
て
、
其
無
理
に
証
拠
を
作
ら
せ
る
と
云
う
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
は
し
な
い
か
。［
刑
法
上
の
制
裁
が
な
い
と
し
て
も
］
三
百
三
十
九
条

の
千
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
、
是
は
相
当
大
い
な
る
制
裁
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
当
事
者
処
分
主
義
に
反
し
て
、
丸
で
裁
判
所
が
刑
事
事
件

の
証
拠
で
も
蒐
集
す
る
よ
う
な
虞

お
そ
れ

が
あ
り
は
し
な
い

（
（5
（

か
」



節度ある職権介入の構想

北法68（3・21）609

　

池
田
政
府
委
員
は
渡
辺
の
質
問
の
前
半
、
当
事
者
本
人
も
事
実
上
証
人
と
同
視
さ
れ
偽
証
罪
の
対
象
に
な
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
に
つ
い

て
は
、い
か
に
宣
誓
を
し
た
と
し
て
も
当
事
者
本
人
で
あ
る
以
上
、偽
証
罪
と
す
る
こ
と
は
「
穏
か
で
は
あ
る
ま
い
」
と
完
全
に
否
定
す
る
。

そ
れ
に
つ
づ
け
て
、

「
そ
こ
で
此
当
事
者
本
人
訊
問
と
云
う
こ
と
が
、
所
謂
当
事
者
主
義
に
反
し
て
裁
判
所
が
余
り
に
立
入
り
過
ぎ
る
と
云
う
こ
と
の
憂

う
れ
い

が
な

い
か
、
と
云
う
御
心
配
の
御
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
是
は
…
当
事
者
主
義
に
本
則
を
改
め
る
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
此
足
ら
ざ
る
を

補
充
す
る
と
云
う
意
味
に
於
て
、
職
権
主
義
を
加
味
し
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
勿
論
法
の
趣
旨
は
確
実
で
は
あ
り
ま
す
が
、
運
用
に
当

り
ま
し
て
は
、是
は
十
分
其
趣
旨
に
従
っ
て
之
を
実
際
に
活
用
い
た
し
ま
す
よ
う
に
、十
分
之
は
注
意
を
要
す
る
点
と
は
考
え
て
居
り
ま
す
」

と
、
本
則
た
る
当
事
者
主
義
の
足
ら
ざ
る
部
分
を
補
充
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
つ
づ
け
て
、
虚
偽
の
陳
述
に
制
裁
を

科
す
る
こ
と
は
酷
に
過
ぎ
る
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

「
…
証
拠
調
べ
の
都
合
に
依
っ
て
此
心
証
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、
止
む
を
得
ざ
る
場
合
の
規
定
で
あ
り
ま
し
て
、
事
茲こ

こ

に
至
り

ま
す
れ
ば
矢
張
り
此
本
人
の
陳
述
と
云
う
も
の
を
、
是
を
一
つ
の
資
料
と
す
る
外
は
な
い
。
而
し
て
此
本
人
と
雖
も
、
苟

い
や
し

く
も
此
裁
判
所

に
於
き
ま
し
て
、
或
る
主
張
を
す
る
と
云
う
以
上
は
、
結
局
の
所
に
於
て
相
当
何
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
相
当
の
責
任
を
執
っ
て
居
る
と
云
う

場
合
の
あ
る
こ
と
は
、
是
は
然
か
る
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
」

　

政
府
委
員
の
見
解
は
、
こ
こ
で
も
節
度
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
事
者
主
義
に
基
づ
い
て
、
職
権
に
よ
る
訊
問
は
あ
く
ま
で
最
後
の
手
段

と
し
た
上
で
、
当
事
者
に
も
真
実
に
基
づ
く
裁
判
の
実
現
の
た
め
に
一
定
の
責
任
を
課
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。

　

案
三
三
六
条
の｢

其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ｣

す
な
わ
ち
補
充
性
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
趣
旨
説
明
（
も
っ
ぱ
ら
宣
誓
の
導
入
を

強
調
し
た
）
を
含
め
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な

（
（6
（

い
。
貴
院
で
は
結
局
、案
三
三
六
条
に
「
申
立
ニ
因
リ
又
ハ
」
を
追
加
し
、

案
三
三
九
条
の
過
料
を
千
円
か
ら
五
百
円
に
半
減
す
る
修
正
が
行
わ
れ
た

（
（6
（

が
、
こ
れ
ら
の
修
正
は
根
幹
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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三　

衆
議
院
で
の
審
議

　

貴
族
院
で
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
五
日
に
可
決
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法
案
は
、
一
〇
日
よ
り
衆
議
院
で
の
審
議
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
、
議
長
が
指
名
し
た
二
七
名
の
議
員
（
全
員
が
弁
護
士
で
あ
っ
た
）
か
ら
な
る
特
別
委
員
会
で
実
質
的
な
質
疑
が
展
開
さ
れ
た
。
最
終

的
に
は
委
員
の
う
ち
指
名
さ
れ
た
一
〇
名
に
よ
る
小
委
員
会
が
一
九
・
二
〇
日
の
二
日
間
で
修
正
案
を
ま
と
め
、
そ
れ
が
衆
院
に
よ
る
法
案

の
修
正
と
し
て
取
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑴　

職
権
証
拠
調

　

証
拠
調
に
お
け
る
職
権
主
義
加
味
の
意
義
と
範
囲
に
つ
い
て
、
批
判
的
立
場
か
ら
質
問
を
し
た
の
は
広
瀬
徳
蔵
（
憲
政
会
）
で
あ
っ

（
（6
（

た
。

案
文
に
は
当
事
者
提
出
の
証
拠
に
よ
っ
て
心
証
を
得
な
い
と
き
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
と
き
と
あ
る
が
、
当
事
者
が
ご
く
少
し
し
か
証
拠

を
出
さ
な
い
、
あ
る
い
は
何
ら
証
拠
を
立
証
し
な
く
て
も
、
職
権
に
よ
っ
て
証
拠
調
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
も
見
え
る
。
民
事
訴
訟
の
証

拠
に
関
す
る
主
義
を
刑
事
訴
訟
と
同
じ
に
し
て
、「
刑
事
訴
訟
法
に
於
て
総
て
の
証
拠
は
検
事
若
く
は
裁
判
所
に
於
て
得
る
の
で
あ
る
が
」、

裁
判
所
が
絶
対
の
真
実
に
達
す
べ
き
事
実
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　

長
島
毅
政
府
委
員
（
司
法
書
記
官
。
の
ち
司
法
次
官
、
大
審
院
長
）
は
、
案
二
六
一
条
に
あ
る
と
お
り
当
事
者
申
出
の
証
拠
に
よ
っ
て
心

証
を
得
ら
れ
な
い
場
合
に
職
権
が
作
動
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
刑
事
と
こ
と
な
り
調
査
機
関
が
存
在
し
な
い
の
で
、
せ
い
ぜ
い
案
二
六

二
条
・
三
一
〇
条
で
調
査
・
鑑
定
の
嘱
託
を
す
る
と
か
、
証
拠
調
の
結
果
こ
う
い
う
証
人
を
呼
ん
だ
ら
よ
か
ろ
う
と
裁
判
所
に
分
か
っ
た
時
、

証
人
を
呼
ぶ
だ
け
に
留
ま
る
。
特
殊
の
機
関
を
用
い
て
証
人
を
探
し
出
す
と
か
、
裁
判
所
外
で
判
事
が
聞
い
た
事
実
を
基
礎
と
し
て
証
人
を

呼
ぶ
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
、
と
答
弁
し
た
。

　

広
瀬
は
さ
ら
に
食
い
下
が
り
、
政
府
委
員
は
そ
う
い
う
運
用
に
し
た
い
の
だ
ろ
う
が
、
実
際
に
法
文
を
運
用
す
る
の
は
判
事
な
の
で
、
判
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事
は
い
か
よ
う
に
も
自
由
に
で
き
る
と
し
て
危
惧
を
表
明
す
る
。

「
厳
格
な
る
訴
訟
証
人
、
其
他
適
切
な
る
証
拠
を
持
っ
て
居
ら
な
い
、
自
分
が
申
出
で
て
宣
誓
を
し
て
立
証
す
る
の
外
仕
方
が
な
い
と
云
う

場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
殆
ど
其
大
部
分
は
裁
判
所
が
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
又
往
々
に
し
て
見
る
如
く
、
殆
ど
適
切
な
立
証
方
法
が
な

い
、
検
事
局
の
起
訴
記
録
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
事
件
も
あ
る
、
争
い
に
な
る
場
合
の
立
証
の
困
難
な
る
事
件
も
無
論
多
々
あ
り
ま
す
が
、

斯こ

う
云
う
場
合
に
於
て
は
、
勿
論
裁
判
所
は
殆
ど
自
分
の
出
来
得
る
所
に
依よ

っ
て
証
拠
を
集
め
る
と
云
う
こ
と
に
な
る
…
…
刑
事
訴
訟
と
違
っ

て
調
査
機
関
を
持
っ
て
居
ら
な
い
が
、
結
果
に
於
て
は
同
じ
で
あ
る
と
云
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
二
百
六
十
二
条
に
見
る
如
く
、
非
常
に

広
く
必
要
な
る
調
査
を
官
庁
公
署
等
に
嘱
託
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
其
範
囲
を
限
定
し
て
居
ら
ぬ
。
或
は
之
を
警
察
に
嘱
託
す
る
こ

と
も
出
来
る
。
而
し
て
自
由
裁
量
主
義
を
採
っ
て
居
る
の
で
、
巡
査
の
調
べ
た
報
告
で
も
自
由
な
る
裁
量
に
依
て
之
を
断
定
を
す
る
と
云
う

こ
と
に
も
な
る
か
と
思
い
ま

（
（6
（

す
」。

　

広
瀬
の
批
判
は
案
二
六
一
条
よ
り
は
む
し
ろ
、
冒
頭
は
当
事
者
訊
問
（
案
三
三
六
条
）、
後
半
は
案
二
六
二
条
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
の

よ
う
に
み
え
る
。
長
島
政
府
委
員
の
答
弁
も
、
案
二
六
二
条
は
事
件
の
実
質
に
立
ち
入
っ
て
官
庁
が
調
査
す
る
こ
と
は
含
ん
で
お
ら
ず
、
専

門
的
な
事
柄
に
つ
い
て
調
査
報
告
を
求
め
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
も
含
め
衆
院
の
審
議
に
お
い
て
、
案
二
六
一
条
の
職
権
証
拠
調
の
一
般
規
定
が
ホ
ッ
ト
な
論
争
点
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
審
議

の
最
終
段
階
に
な
っ
て
、
当
事
者
訊
問
（
案
三
三
六
条
）
の
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
が
削
除
さ
れ
た
際
（
下
記
⑵
参
照
）、

広
瀬
徳
蔵
は
権
衡
上
案
二
六
一
条
に
つ
い
て
も
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
を
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
な
ん
ら
の

議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
賛
成
少
数
で
あ
っ
さ
り
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ

（
（6
（

た
。
こ
の
こ
と
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
評
価
す
る
先
行
研
究
も
あ

る
（
（6
（

が
、
立
法
過
程
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
は
そ
も
そ
も
案
二
六
一
条
が
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
法
文
と
い
う
認
識
が
な
く
、「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト

認
ム
ル
ト
キ
」
の
職
権
介
入
は
あ
く
ま
で
節
度
あ
る
も
の
に
と
ど
ま
る
と
い
う
、
緩
や
か
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
象
徴
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し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
釈
明
処
分
の
規
定
（
案
一
三
一
条
）
に
つ
い
て
複
数
の
委
員
か
ら
、
本
条
の
規
定
は
証
拠
調
の
規
定
と
重
複
し
て
お
り
、
職
権
主

義
を
加
味
し
て
証
拠
調
の
規
定
を
設
け
た
以
上
不
要
で
は
な
い
の
か
、
両
者
が
一
致
し
な
い
点
は
平
仄
を
合
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
釈

明
処
分
で
判
明
し
た
資
料
は
証
拠
な
の
か
、
証
拠
調
同
様
強
制
の
手
段
は
あ
る
の
か
が
質
問
さ
れ

（
（6
（

た
。
政
府
委
員
は
、｢

御
承
知
の
通
り
、

実
際
に
於
て
は
殆
ど
何
等
実
用
の
無
い
規
定
で
あ
り
ま
す｣

と
述
べ
、
あ
く
ま
で
釈
明
は
訴
訟
関
係
を
明
瞭
に
す
る
た
め
の
も
の
で
証
拠
調

と
は
異
な
る
と
い
う
区
別
に
こ
だ
わ
っ
た
。
と
は
い
え
こ
の
質
疑
は
、
両
者
の
実
際
の
機
能
が
大
幅
に
重
な
り
合
う
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
よ
く
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

⑵　

当
事
者
訊
問

　

委
員
会
で
議
論
に
な
っ
た
の
は
、
当
事
者
に
よ
る
宣
誓
・
過
料
の
新
設
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
岡
本
実
太
郎
（
憲
政
会
）
は
、
訴
訟
に
は

事
実
に
つ
い
て
の
多
少
の
駆
け
引
き
や
嘘
は
つ
き
も
の
で
あ
り
、
宣
誓
・
過
料
の
新
設
は
不
自
然
・
無
理
な
も
の
と
批
判
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
長
島
毅
政
府
委
員
は
以
下
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い

（
（6
（

る
。

「
当
事
者
が
苟
も
自
ら
主
張
す
る
以
上
は
、
宣
誓
を
し
て
主
張
す
る
に
は
、
其
覚
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
を
訴
訟
法
で
警
戒
し

て
置
く
と
云
う
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
か
…
［
多
少
の
駈
引
は
と
も
か
く
］
訴
訟
の
重
要
な
中
心
を
嘘
を
言
う
と
云
う
こ
と
は
、
厳
格
に
言

え
ば
詐
欺
取
財
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
是
は
非
常
に
苛
酷
に
な
る
よ
う
な
こ
と
も
な
い
」

さ
ら
に
続
け
て
、

｢

真
正
な
る
主
張
者
は
、
之
が
為
に
非
常
に
助
け
に
な
る
。
外
に
誰
も
知
ら
な
い
、
自
分
だ
け
知
っ
て
居
る
と
云
う
と
き
に
は
、
こ
ん
な
制

度
で
も
認
め
て
貰
わ
な
け
れ
ば
、
自
己
の
主
張
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
其
意
味
に
於
て
斯こ

う
云
う
こ
と
を
設
け
て
置
く
こ
と
は
、
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確
た
し
か

に
法
律
上
必
要
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
他
に
証
拠
の
な
い
と
き
に
、
之
に
拠
る
よ
り
仕
方
が
な
い
と
云
う
場
合
に
は
、
当
事
者
の
保

護
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
考
え
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す｣

真
実
に
基
づ
い
た
裁
判
を
職
権
介
入
を
つ
う
じ
て
実
現
す
る
最
後
の
手
段
と
し
て
当
事
者
訊
問
を
位
置
づ
け
、
そ
の
た
め
に
当
事
者
に
も
一

定
の
責
任
を
自
覚
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
宣
誓
・
過
料
規
定
に
つ
い
て
は
他
の
委
員
か
ら
も
「
大
変
な
問
題
が
あ
る
」
と
し
て
小
委
員

会
で
議
論
し
た
い
旨
述
べ
ら
れ
て
い
た

（
（6
（

が
、
小
委
員
会
（
弁
護
士
会
か
ら
の
意
見
書
を
た
た
き
台
に
し
て
非
公
開
で
審
議
し
た
）
で
は
全
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

（
（6
（

た
。

　

小
委
員
会
の
あ
と
審
議
の
最
終
段
階
に
な
っ
て
、「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
は
職
権
の
介
入
を
広
げ
過
ぎ
、
宣
誓
・
過
料
の

規
定
は
余
り
に
厳
し
す
ぎ
る
と
し
て
、
削
除
す
べ
し
と
す
る
意
見
が
委
員
た
ち
か
ら
俄
然
活
発
に
出
さ
れ

（
（7
（

た
。

　
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
に
つ
い
て
、
平
川
松
太
郎
は
一
方
の
極
に
立
っ
た
反
対
論
を
展
開
し

（
（7
（

た
。
そ
れ
に
対
し
て
長
島
政

府
委
員
は
、

「［
明
治
民
訴
法
三
六
〇
条
で
は
補
充
性
の
原
則
が
と
ら
れ
て
い
る
が
］
実
際
に
於
て
は
一
番
仕
舞
ま
で
証
拠
を
調
べ
て
し
ま
っ
て
、
も
う

是
で
心
証
を
得
な
い
の
だ
と
云
う
所
ま
で
行
く
か
ど
う
か
と
云
う
こ
と
は
、
実
際
に
は
分
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
…
本
人
訊
問
の

場
合
に
於
き
ま
し
て
も
、
相
当
の
証
人
を
調
べ
ま
し
て
、
そ
う
し
て
分
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
本
人
を
訊
問
致
す
の
で
あ
り
ま
す
。

本
人
訊
問
の
後
に
於
て
も
、又
証
人
調
を
す
る
と
云
う
こ
と
を
実
際
に
於
て
許
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
法
文
の
文
字
か
ら
申
し
ま
す
と
、

総
て
の
証
拠
を
調
べ
て
し
ま
っ
て
、
最
終
で
な
け
れ
ば
本
人
訊
問
は
出
来
な
い
と
云
う
風
に
解
し
て
居
る
人
も
あ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

実
際
の
扱
い
と
し
て
は
、
そ
う
云
う
こ
と
は
実
際
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
り
ま

（
（7
（

す
。
…
果
し
て
何
処
ま
で
行
っ
た
ら
本
人
訊
問
を
し
て
宜
い
の

だ
と
云
う
こ
と
は
分
り
ま
せ
ぬ
の
で
、
自
然
此
規
定
と
云
う
も
の
は
ま
だ
是
か
ら
調
べ
る
証
人
が
あ
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
本
人
訊
問
と
云

う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
併

し
か
し

な
が
ら
無
論
一
番
初
め
に
本
人
訊
問
を
す
る
と
か
、
或
は
二
三
の
証
人
を
調
べ
て
、
ま
だ
沢
山
証
人
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が
あ
る
の
に
、
本
人
訊
問
を
す
る
と
云
う
よ
う
な
こ
と
は
、
殆
ど
私
は
な
い
こ
と
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
…
ど
う
致
し
ま
し
て
も
、
補
充

的
の
も
の
で
あ
り
ま
す
…
［
証
拠
調
を
す
べ
て
終
え
て
か
ら
で
な
い
と
本
人
訊
問
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
］
如
何
に
も
窮
屈
で
あ
る
。

斯
う
云
う
実
際
の
取
扱
と
致
し
ま
し
て
、
本
条
の
よ
う
な
取
扱
を
設
け
た
の
で
あ
り
ま
す
」

と
答
弁
し
た
。「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
は
強
度
の
職
権
介
入
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
訊
問
の
補
充
性
に
対
す

る
「
遊
び
」
と
し
て
実
務
上
す
で
に
行
わ
れ
て
き
た
取
扱
を
明
文
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
、
節
度
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
議
論
は
こ

の
説
明
に
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、
あ
く
ま
で
職
権
濫
用
を
防
ぐ
た
め
と
し
て
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
の
削
除
を
全
会
一
致

で
決
す
る
。「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
の
有
無
に
関
係
な
く
職
権
は
適
宜
介
入
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員

の
間
に
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ

（
（7
（

る
。
そ
れ
に
加
え
て
宣
誓
・
過
料
の
削
除
も
あ
く
ま
で
主
張
し
た
岡
本
実
太
郎
の
動
議

は
少
数
の
賛
同
し
か
得
ら
れ
ず
に
終
わ
り
、
そ
の
限
り
で
事
実
認
定
に
お
け
る
職
権
介
入
は
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四　

衆
議
院
に
よ
る
修
正
を
受
け
て
の
貴
族
院
の
審
議

　

衆
院
か
ら
回
付
さ
れ
た
法
案
に
つ
い
て
の
審

（
（7
（

議
で
は
、
職
権
の
強
度
の
介
入
を
主
張
す
る
水
上
長
次
郎
一
人
が
厳
し
い
批
判
を
行
っ
た
。

従
来
不
慣
れ
な
者
が
証
拠
を
出
し
遅
れ
た
り
、
必
要
な
証
拠
を
出
さ
な
か
っ
た
り
し
た
際
、「
若も

し

も
裁
判
官
に
於
て
進
ん
で
証
拠
の
調
べ
を

す
る
と
か
、
或
は
斯こ

う
云
う
証
拠
が
あ
れ
ば
出
せ
と
云
う
よ
う
な
事
を
注
意
し
ま
す
と
、
直
ぐ
干
渉
が
ま
し
い
仕
方
な
り
と
申
し
て
、
忽
ち

八
方
か
ら
非
難
攻
撃
を
受
け
る
の
で
あ
り
ま
す
」。
こ
の
非
干
渉
主
義
・
本
人
主
義
を
改
め
る
た
め
に
本
改
正
案
は
提
出
さ
れ
た
の
に
、
衆

院
に
お
け
る
幾
つ
か
の
修
正
は
そ
れ
を
台
無
し
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、当
事
者
訊
問
に
つ
い
て
の
修
正
を
以
下
の
よ
う
に
非
難
し
た
。

「
現
行
の
法
律
の
下
で
は
、
外
に
証
拠
が
あ
り
ま
し
た
場
合
に
は
、
仮
令
本
人
に
就
て
訊
問
し
た
な
ら
ば
立
派
な
証
拠
が
挙
が
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
ま
し
て
も
、
他
の
証
拠
物
を
差
措
い
て
本
人
を
訊
問
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
…
…
是
も
亦
訴
訟
非
干
渉
主
義
と
か
、
或
は
本
人
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自
由
主
義
と
か
云
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
生
じ
て
来
て
居
る
所
の
不
便
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
…
…
［
改
正
法
案
で
は
職
権
主
義
に
改
め
ら
れ
、

案
三
三
六
条
に
よ
り
］
極
め
て
自
由
自
在
に
訊
問
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
如
何
な
る
証
拠
が
あ
り
ま
し

て
も
、
又
無
い
場
合
に
於
き
ま
し
て
も
、
直
ぐ
様
本
人
を
呼
出
し
て
、
そ
う
し
て
本
人
の
自
白
を
得
る
か
、
或
は
又
自
白
が
な
く
て
も
、
事

実
に
近
い
所
の
事
実
を
発
見
す
る
こ
と
が
容
易
に
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
…
…
現
行
法
の
下
に
於
き
ま
し
て
、
本
人
を
訊
問
し
た
な
ら
ば
確

か
な
る
事
実
を
探
り
聞
き
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
な
が
ら
も
、
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
痛
切
に
不
便
を
感
じ
て
居
り
ま
し
た

が
、［
そ
の
不
便
が
除
か
れ
非
常
に
訴
訟
の
進
行
を
早
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
非
常
に
喜
ん
で
い
た
］。
所

と
こ
ろ

が
衆
議
院
に
於
き
ま
し
て
は
、

此
大
切
な
る
所
の
『
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
』
と
云
う
文
句
を
全
く
削
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」

衆
院
の
修
正
は
改
正
法
案
の
根
本
主
義
を
覆
す
も
の
で
あ
り
、
同
意
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
水
上
の
一
方
の
極
に
立
つ
見
解
は
支

持
を
集
め
る
こ
と
は
な

（
（7
（

く
、
貴
院
も
衆
院
の
修
正
を
受
け
入
れ
、
民
訴
法
改
正
案
は
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
立
法
過
程
＝
貴
衆
両
院
で
の
審
議
に
お
け
る
起
案
サ
イ
ド
の
立
場
は
、
一
貫
し
て
節
度
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
強

度
の
職
権
介
入
の
主
張
や
、
当
事
者
主
義
の
公
式
的
理
解
の
護
持
と
い
う
両
極
を
退
け
、
当
事
者
に
よ
る
証
明
を
前
提
と
し
た
上
で
節
度
あ

る
介
入
を
明
文
に
よ
っ
て
可
能
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

４　

む
す
び

一　

成
法
へ
の
起
案
サ
イ
ド
の
評
価

　

改
正
法
施
行
に
か
け
て
、
起
案
サ
イ
ド
に
よ
る
改
正
法
の
解
説
書
が
複
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
松
岡
義
正
『
新
民
事
訴
訟
法
註
釈
』（
昭
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四
～
一
四
）、
山
内
確
三
郎
『
民
事
訴
訟
法
の
改
正
』（
昭
四
）、
長
島
毅
＝
森
田
豊
次
郎
『
改
正
民
事
訴
訟
法
解
釈
』（
昭
五
）
で
あ
る
。

⑴　

職
権
証
拠
調

　

山
内
は
二
六
一
条
を
新
法
の
採
っ
た
職
権
主
義
の
最
も
顕
著
な
る
一
事
項
と
し
た
上
で
、
当
事
者
の
申
し
出
た
証
拠
だ
け
で
は
心
証
を
得

ら
れ
な
い
場
合
が
、
職
権
証
拠
調
の
殆
ど
総
て
の
場
合
を
網
羅
す
る
と
述
べ
る
。「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」、
つ
ま
り
当
事
者
が

証
拠
の
申
出
を
為
さ
な
い
場
合
に
も
極
め
て
広
汎
に
可
能
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、「
併

し
か
し

な
が
ら
、
茲こ

こ

に
自
ら
適
当
の
制
限
あ
る
こ
と
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
初
心
の
判
事
は
其
の
他
以
下
の
権
限
は
余
り
之
を
用
い
ず
、
当
事
者
に
促
し
て
必
要
な
る
立
証
を
為
さ
し
む
る

の
途
を
採
っ
て
貰
い
た
い
」
と
述
べ
、
二
六
一
条
よ
り
ま
ず
釈
明
権
で
立
証
を
促
す
べ
き
と
考
え
て
い

（
（7
（

る
。
長
島
＝
森
田
も
同
旨
を
あ
っ
さ

り
と
述
べ
て
い

（
（7
（

る
。

　

釈
明
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
内
は
一
二
七
条
に
関
し
て
、
先
ず
立
証
の
責
任
あ
る
当
事
者
が
必
要
な
証
拠
を
提
出
し
な
い
こ
と
が
な

い
よ
う
間
接
に
立
証
を
命
ず
る
。「
而
し
て
、
新
法
に
於
け
る
立
証
に
関
す
る
裁
判
所
の
職
権
は
更
に
一
歩
を
進
め
、
職
権
を
以
て
す
る
証

拠
調
と
な
る
」
と
位
置
づ
け
て
い

（
（7
（

る
。
一
三
一
条
に
つ
い
て
は
、
証
拠
調
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
と
繰
り
返
し
強
調
す
る
も
、「［
一
号
・
当

事
者
本
人
の
出
頭
命
令
に
つ
い
て
］
其そ

れ

が
間
接
に
訴
訟
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
、
証
拠
調
に
属
す
る
と
同
様
な
る
場
合
が
な
い
と
保
証
す

る
こ
と
は
出
来
ぬ
…
［
両
者
の
］
区
別
の
取
扱
は
極
め
て
微
妙
で
あ
る
」
と
し

（
（7
（

た
。

　

長
島
＝
森
田
も
同
様
に
一
二
七
条
に
つ
い
て
、「
本
条
は
釈
明
権
に
関
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
釈
明
権
の
行
使
が
当
事
者
の
主
張
の
矛
盾

牴
触
、
不
合
理
、
背
信
、
曖
昧
等
を
匡
す
の
結
果
、
自
然
当
事
者
の
主
張
の
真
否
、
当
否
を
判
断
す
る
の
資
料
を
提
供
す
る
結
果
と
な
る
は

勿
論
な
り
」。
一
三
一
条
に
つ
い
て
も
、「
本
条
の
規
定
に
依
る
処
分
（
決
定
）
は
、
厳
格
な
る
意
義
に
於
け
る
証
拠
調
と
云
う
こ
と
を
得
ざ

る
べ
き
も
、
処
分
の
結
果
を
本
案
判
断
の
資
料
に
援
用
す
る
こ
と
は
敢
て
違
法
に
非
ざ
る
べ
し
」
と
述
べ
、
両
者
の
機
能
が
実
務
上
は
重
な
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る
こ
と
を
認
め
て
い

（
（8
（

た
。

　

他
方
松
岡
は
一
三
一
条
に
つ
い
て
、
証
拠
調
で
は
な
く
訴
訟
関
係
の
明
瞭
化
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
同
条
に
よ
る
釈
明
の
範
囲

の
制
約
を
見
て
い
た
よ
う
で
あ

（
（8
（

る
。

⑵　

当
事
者
訊
問

　

山
内
は
、
衆
院
で
の
三
三
六
条
の
修
正
に
極
め
て
批
判
的
で
あ
る
。
明
治
民
訴
法
下
に
お
い
て
、
補
充
性
規
定
を
厳
格
に
解
す
る
か
柔
軟

に
解
す
る
か
議
論
が
あ
っ
た
た
め
、
原
案
で
は
二
六
一
条
と
同
様
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
と
明
ら
か
に
規
定
し
、
他
に
証
拠

調
を
す
る
こ
と
が
当
事
者
訊
問
の
前
提
で
は
な
い
こ
と
を
了
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
修
正
で
二
六
一
条
の
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認

ム
ル
ト
キ
」
は
そ
の
ま
ま
で
、
三
三
六
条
で
は
削
除
さ
れ
た
。「
権
衡
を
得
な
い
と
同
時
に
、
解
釈
に
疑
義
を
生
ず
る
こ
と
は
旧
法
に
於
け

る
よ
り
も
一
層
甚
し
き
も
の
あ
り
」。「
議
会
に
於
け
る
修
正
は
、
余
程
能
く
注
意
し
て
其
の
賛
否
を
定
め
な
い
と
、
飛
ん
で
も
な
い
間
違
を

生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
此
の
条
文
の
修
正
の
如
き
は
明
に
其
の
一
で
あ
る
。
訴
訟
に
依
て
は
殊
に
旧
き
事
実
に
基
く
訴
訟
に
於
て
、
証
拠
を

得
る
能
わ
ざ
る
場
合
が
あ
る
。
斯
の
如
き
場
合
に
証
拠
な
き
の
故
を
以
て
、
遽に

わ

か
に
相
手
方
の
主
張
を
真
実
と
認
め
難
き
場
合
は
尠

す
く
な

く
な

い
。
斯
の
如
き
場
合
に
裁
判
官
が
心
証
を
定
む
る
の
基
礎
は
、
本
人
訊
問
に
依
る
の
外
は
な
い
」。
新
法
が
こ
れ
を
許
す
趣
意
な
ら
ば
、
原

案
の
よ
う
に
明
文
に
す
べ
き
で
あ
っ

（
（8
（

た
。

　

明
治
民
訴
法
は
当
事
者
訊
問
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
規
定
せ
ず
、
ゆ
え
に
実
効
性
が
甚
だ
少
な
か
っ
た
の
で
、
効
力
を
高
め
る
べ

く
新
法
で
は
当
事
者
本
人
の
宣
誓
の
規
定
を
お
い
た
、
と
説
明
さ
れ
る
。
宣
誓
は
必
要
的
で
は
な
く
、
実
施
の
有
無
は
裁
判
所
の
裁
量
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
る
。
宣
誓
は
「
我
国
民
の
道
徳
感
」「
淳
風
美
俗
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
訴
訟
誠
実
の
義
務
に
発
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
目
を
引

（
（8
（

く
。
宣
誓
の
方
式
が
厳
粛
に
さ
れ
た
こ
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
過
料
の
規
定
に
つ
い
て
は
「
本
来
は
刑
法
の
規
定
を
改
め
て
偽
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証
の
場
合
に
準
じ
て
、
刑
罰
に
当
て
る
の
が
本
当
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
。

　

山
内
が
口
頭
審
理
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
は
、
以
下
の
叙
述
で
あ
る
。「
当
事
者
訊
問
は
一
般
の
証
拠
と
異
な
り
て
、
其
の
陳

述
に
依
て
主
張
の
真
実
を
明
に
す
る
と
云
わ
ん
よ
り
は
、
其
の
陳
述
自
体
に
依
り
て
直
接
事
実
の
真
相
を
糺
明
す
る
…
故
に
裁
判
所
は
当
事

者
の
陳
述
の
状
況
に
注
視
し
て
、之
に
依
て
其
の
主
張
の
真
否
を
明
察
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」。ゆ
え
に
当
事
者
訊
問
は
、

最
も
多
く
裁
判
官
の
技
量
を
要
す
る
も
の
な
の
で
あ

（
（8
（

る
。

　

長
島
＝
森
田
は
当
事
者
訊
問
の
補
充
性
に
つ
い
て
、
本
人
訊
問
の
後
に
そ
の
他
の
証
拠
調
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
準
備
手
続
で
当
事
者

訊
問
の
申
立
が
あ
っ
た
場
合
、
最
初
の
期
日
に
他
の
証
人
と
同
時
に
当
事
者
本
人
を
呼
出
す
こ
と
は
構
わ
な
い
、
と
簡
潔
に
触
れ
る
。
宣
誓

が
い
か
な
る
場
合
に
必
要
か
は
一
概
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
上
で
、
当
事
者
本
人
の
訊
問
の
み
に
よ
っ
て
訴
訟
の
勝
敗
を
決
す

る
よ
う
な
場
合
に
は
宣
誓
を
命
ず
る
べ
き
で
あ
る
。ま
た
一
方
当
事
者
に
宣
誓
を
命
じ
た
場
合
は
他
方
の
当
事
者
に
も
命
ず
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い

（
（8
（

う
。

二　

ま
と
め
と
見
通
し

⑴　

本
稿
で
は
、
事
実
認
定
に
お
け
る
職
権
介
入
に
関
連
す
る
大
正
改
正
の
条
項
と
し
て
、
二
六
一
条
と
三
三
六
条
を
中
心
と
し
た
起
草
・

立
法
過
程
の
議
論
を
検
討
し
て
き
た
。
起
案
サ
イ
ド
が
考
え
て
い
た
職
権
介
入
と
は
、
真
実
を
ど
こ
ま
で
も
追
求
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
当
事
者
の
み
に
立
証
を
委
ね
て
お
く
の
で
は
不
適
切
な
結
果
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
節
度
あ
る
形
で
介
入
を
行

う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

（
（8
（

る
。

　

当
事
者
主
義
を
旗
印
に
す
る
批
判
は
立
法
過
程
に
お
い
て
一
定
以
上
に
見
ら
れ
た
が
、
当
時
の
刑
事
手
続
に
対
す
る
批
判
的
な
認
識
の
ア

ナ
ロ
ジ
ー
で
把
握
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
強
度
の
職
権
介
入
を
危
惧
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
べ
き
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介
入
の
程
度
に
つ
い
て
の
起
案
サ
イ
ド
と
の
認
識
の
相
違
は
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
緩
や
か
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
大
多
数
の
メ
ン
バ
ー
の

間
に
成
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
程
度
で
の
職
権
介
入
は
弁
護
士
選
出
の
委
員
・
議
員
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

節
度
あ
る
も
の
と
し
て
職
権
介
入
の
程
度
を
想
定
す
る
起
草
・
立
法
過
程
メ
ン
バ
ー
の
ス
タ
ン
ス
は
、
同
時
代
の
一
般
の
実
務
法
曹
の
間

で
か
な
り
強
度
の
介
入
を
期
待
す
る
声
が
多
数
見
ら
れ
た
の
と
は
、
位
相
を
は
っ
き
り
異
に
し
て
い
る
と
い
え
よ

（
（8
（

う
。

⑵　

従
前
、
二
六
一
条
の
職
権
証
拠
調
の
規
定
は
「
世
界
に
類
例
の
な
い
規
定
」、
大
正
改
正
法
に
お
け
る
職
権
主
義
強
化
の
象
徴
と
し
て

言
及
さ
れ
、
当
事
者
主
義
の
立
場
か
ら
強
く
批
判
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
起
草
・
立
法
過
程
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
二
六
一
条
を
決
し
て
強
度
の
職
権
介
入
と
し
て
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
さ
し
て

重
要
な
法
文
と
み
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
改
正
項
目
と
し
て
の
扱
い
が
小
さ
く
、議
論
が
質
量
と
も
に
さ
し
た
る
も
の
で
な
か
っ
た
の
は
、

い
か
な
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
さ
し
て
問
題
を
は
ら
ん
だ
条
文
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
解
さ
れ
る
。
改
正
当
時
の
学
説
も
多
く

は
本
条
の
立
法
趣
旨
を
正
確
に
把
握
し
、
弁
論
主
義
を
前
提
と
し
つ
つ
職
権
が
必
要
に
応
じ
て
介
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
節
度
あ
る

理
解
を
示
し
て
い

（
（8
（

る
。事
実
認
定
の
た
め
の
職
権
介
入
の
手
段
と
し
て
は
、証
拠
法
総
則
に
位
置
す
る
二
六
一
条
よ
り
も
、釈
明
権
の
行
使（
一

二
七
・
一
三
一

（
（8
（

条
）
や
新
設
・
強
化
さ
れ
た
証
拠
法
各
則
の
具
体
的
な
規
定
（
二
六
二
・
三
一
〇
・
三
三
六
条
な
ど
）
が
重
視
さ
れ
、
さ
か

ん
に
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
二
六
一
条
へ
の
強
い
批
判
は
、
起
草
・
立
法
過
程
の

議
論
を
十
分
に
閲
し
た
上
で
の
評
価
と
は
い
い
が
た
く
、
当
事
者
「
主
義
」
に
あ
ま
り
に
と
ら
わ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

二
六
一
条
を
、
本
人
訴
訟
を
念
頭
に
し
た
法
文
と
し
て
把
握
す
る
見
解
が
散
見
さ
れ

（
（9
（

る
。
し
か
し
当
時
、
弁
護
士
の
資
質
の
低
さ
が
─
─

弁
護
士
た
ち
自
身
か
ら
も
─
─
し
ば
し
ば
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ

（
（9
（

ば
、「
専
門
職
た
る
弁
護
士
の
ミ
ス
の
リ
ス
ク
を
、
依
頼
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人
（
＝
法
の
素
人
た
る
当
事
者
）
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
か
否
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
職
権
介
入
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑶　

当
事
者
訊
問
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
起
草
・
立
法
過
程
の
メ
ン
バ
ー
が
補
充
性
の
厳
格
な
適
用
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示

し
た
。
し
か
し
、
改
正
法
を
う
け
た
学
説
で
は
衆
院
に
お
け
る
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
の
削
除
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の

と
し
て
一
人
歩
き
し
は
じ
め
、
山
内
確
三
郎
の
懸
念
が
現
実
の
も
の
と
な

（
（9
（

る
。
そ
の
後
、
学
説
の
多
く
は
補
充
性
を
厳
格
に
解
釈
す
る
よ
う

に
な
り
、
他
方
実
務
は
柔
軟
な
対
応
を
と
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
補
充
性
に
つ
い
て
の
起
草
・
立
法
過
程
の
議
論
は
、
事
実
認
定
の
た
め
の
職
権
介
入
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
視
点
か

ら
終
始
な
さ
れ
て
い
た
。
後
年
の
学
説
が
補
充
性
を
厳
格
に
解
す
る
根
拠
と
し
た
「
当
事
者
の
供
述
は
証
拠
力
が
弱
い
」
と
す
る
見
解
や
、

補
充
性
は
（
証
拠
方
法
と
し
て
の
）
当
事
者
宣
誓
が
最
後
の
証
拠
方
法
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
残
滓
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
沿
革
的
経
緯
は
、

起
草
・
立
法
過
程
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ

（
（9
（

る
。

＊
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
Ｃ
「『
当
事
者
の
た
め
に
介
入
す
る
裁
判
官
』
の
歴
史
的
系
譜
─
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法

史
か
ら
大
正
民
訴
改
正
へ
」、同
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
職
権
介
入
の
虚
像
と
実
像
─
─
実
務
の
ま
な
ざ
し
か
ら
出
発
す
る
法
史
学
の
試
み
」

（
い
ず
れ
も
代
表
者
・
水
野
浩
二
）
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。
本
稿
は
当
初
別
の
媒
体
で
の
公
表
の
た
め
に
、
平
成
二
六
年
六
月
に
ひ
と

ま
ず
脱
稿
し
て
い
た
が
、
出
版
サ
イ
ド
の
事
情
で
刊
行
が
遅
れ
た
た
め
、
こ
の
た
び
大
幅
な
加
筆
修
正
を
加
え
た
上
で
、
本
誌
に
て
公
表
す

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。
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（
１
）
本
稿
で
は
、参
照
史
料
が
い
ず
れ
も
容
易
に
参
看
可
能
で
あ
る
こ
と
と
読
み
や
す
さ
を
考
え
、史
料
引
用
の
際
は
い
ず
れ
も
新
か
な
新
漢
字
に
、

カ
ナ
書
き
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
・
ふ
り
が
な
を
挿
入
・
省
略
し
た
。
史
料
編
纂
者
に
よ
る
校
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
そ
れ

に
し
た
が
っ
た
。［　
　

］
内
は
水
野
が
補
っ
た
部
分
で
あ
る
。
各
々
の
段
階
で
検
討
対
象
に
さ
れ
た
案
文
に
つ
い
て
は
「
案
○
○
条
」
と
表
記

す
る
。
史
料
の
日
付
は
例
え
ば
大
正
一
一
年
五
月
三
〇
日
を
大
一
一
・
五
・
三
〇
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

（
２
）
法
史
的
文
献
で
は
染
野
義
信
「
わ
が
国
民
事
訴
訟
制
度
に
お
け
る
転
回
点
─
─
大
正
一
五
年
改
正
の
経
過
と
本
質
」（
同
『
近
代
的
転
換
に
お

け
る
裁
判
制
度
』（
昭
六
三
）
所
収
、
初
出
は
昭
四
四－

四
五
）、
本
間
義
信
「
大
正
期
の
民
事
司
法
」
静
法
二
三
巻
二
・
三
・
四
号
（
昭
五
〇
）、

園
尾
隆
司
『
民
事
訴
訟
・
執
行
・
破
産
の
近
現
代
史
』（
平
二
一
）
二
六
二
頁
以
下
、
山
中
永
之
佑
他
『
日
本
現
代
法
史
論
』（
平
二
二
）
一
七

一
頁
。
実
定
法
文
献
と
し
て
例
え
ば
秋
山
幹
男
他
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅰ
（
第
二
版
）』（
平
一
八
）
一
〇
頁
、
新
堂
幸
司
『
新
民

事
訴
訟
法
（
第
五
版
）』（
平
二
三
）
四
九
頁
、
中
野
貞
一
郎
他
『
新
民
事
訴
訟
法
講
義
（
第
二
版
補
訂
二
版
）』（
平
二
〇
）
一
八
頁
な
ど
。

（
３
）
当
時
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
本
間
義
信
「
弁
論
主
義
理
論
の
展
開
過
程
─
─
旧
法
時
代
」
阪
法
三
九
巻
三
・
四
号
（
平
二
）、
笠
井
正
俊
「
弁

論
主
義
の
意
義
」（『
民
事
訴
訟
法
の
史
的
展
開
（
鈴
木
正
裕
古
稀
）』（
平
一
四
）
所
収
）。

（
４
）
水
野
浩
二
「
葛
藤
す
る
法
廷
─
─
『
法
律
新
聞
』
の
描
い
た
裁
判
官
・
民
事
訴
訟
・
そ
し
て
近
代
日
本
（
一
）
～
（
三
・
完
）」
北
法
六
七
巻

四
～
六
号
（
平
二
八－

二
九
）
に
て
詳
細
に
論
じ
た
。

（
５
）
水
野
浩
二
「〈
口
頭
審
理
に
よ
る
後
見
的
な
真
実
解
明
へ
の
志
向
〉
試
論
─
─
一
例
と
し
て
の
大
正
民
訴
法
改
正
」
法
制
史
研
究
六
三
号
（
平

二
六
）
一
五
、
二
四
、
二
七
、
三
一
頁
。

（
６
）
起
草
過
程
終
了
を
う
け
て
作
成
さ
れ
た
『
民
事
訴
訟
法
改
正
要
目
』［
関
連
資
料
４
～
５
］、『
改
正
法
律
案
理
由
書
』［
639
］
で
は
、「
改
正
ノ

要
点
」（
七
項
目
）
で
は
な
く
「
其
ノ
他
注
意
ス
ヘ
キ
改
正
事
項
」（
一
九
項
目
）
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（「
証
拠
調
ハ
事
情
ニ
因
リ
職
権
ヲ
以

テ
モ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
為
シ
タ
ル
コ
ト
」「
当
事
者
宣
誓
ノ
制
度
ヲ
認
メ
タ
ル
コ
ト
」）。
当
事
者
訊
問
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
訊
問

を
宣
誓
の
上
で
お
こ
な
う
よ
う
に
し
た
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

（
７
）
染
野
「
転
回
点
」
二
四
九－

二
五
〇
、
二
七
三
、
二
八
八
頁
。

（
８
）
斎
藤
秀
夫
他
編
『
注
解
民
事
訴
訟
法
（
第
二
版
）
⑺
』（
平
五
）
三
一
〇
頁
以
下
、
笠
井
「
弁
論
主
義
の
意
義
」、
鈴
木
正
裕
『
近
代
民
事
訴

訟
法
史
・
日
本
』（
平
一
六
）
三
〇
二
頁
（「［
二
六
一
条
は
］
世
界
に
類
の
な
い
条
文
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
と
と
も
に
、
職
権
主
義
の
極
致
と

し
て
太
平
洋
戦
争
後
は
直
ち
に
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」）、
園
尾
『
近
現
代
史
』
二
六
三
、
二
六
五
頁
。
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（
９
）
萩
原
金
美
「
当
事
者
尋
問
の
補
充
性
に
関
す
る
一
考
察
」
新
報
八
〇
巻
二
号
（
昭
四
八
）、
河
野
信
夫
「
当
事
者
の
尋
問
」
講
座
民
訴
⑸
（
昭

五
八
）、
中
野
貞
一
郎｢

当
事
者
尋
問
の
補
充
性｣

（
同
『
民
事
手
続
の
現
在
問
題
』（
平
元
）
所
収
。
初
出
は
判
タ
五
〇
六
、
六
八
五
号
（
昭
六

二
、
平
元
））、
斎
藤
他
編
『
注
解
民
訴
（
第
二
版
）
⑻
』（
平
五
）
二
八
二
頁
以
下
、
秋
山
他
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
訴
Ⅳ
』（
平
二
二
）
二
五

九
頁
以
下
。

（
10
）
染
野
「
転
回
点
」
二
九
四
頁
。

（
11
）
中
野
貞
一
郎
「
当
事
者
尋
問
」、
と
く
に
二
〇
二－

二
〇
三
、
二
一
〇
頁
。
本
稿
で
の
検
討
の
結
果
は
、
中
野
氏
の
見
解
を
基
本
的
に
支
持
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
き
た
い
。

（
12
）
二
〇
七
条　

①
裁
判
所
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
当
事
者
本
人
を
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
当

事
者
に
宣
誓
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②
証
人
及
び
当
事
者
本
人
の
尋
問
を
行
う
と
き
は
、ま
ず
証
人
の
尋
問
を
す
る
。
た
だ
し
、適
当
と
認
め
る
と
き
は
、当
事
者
の
意
見
を
聴
い
て
、

ま
ず
当
事
者
本
人
の
尋
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
13
）
史
料
は
松
本
博
之
・
河
野
正
憲
・
徳
田
和
幸
編
『
民
事
訴
訟
法
・
大
正
改
正
編
⑴
～
⑸
、
総
索
引
（
日
本
立
法
資
料
全
集
10
～
15
）』（
平
五

～
八
）
を
用
い
、［
数
字
］
で
同
書
の
史
料
番
号
を
表
示
す
る
。

（
14
）
法
典
調
査
会
（
～
明
治
三
六
年
）
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
速
記
録
が
本
研
究
の
対
象
と
な
る
内
容
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
作
成
さ
れ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
取
り
上
げ
な
い
（
松
本
博
之
他
編
『
民
事
訴
訟
法
・
明
治
三
六
年
草
案
⑴
（
日
本
立
法
資
料
全

集
43
）』（
平
六
）
九
、
一
五
頁
）。

（
15
）
改
正
作
業
の
経
過
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
も
や
は
り
鈴
木
正
裕
『
日
本
』
第
四
部
の
稠
密
な
叙
述
に
よ
る
。

（
16
）
意
見
聴
取
は
第
一
回
（
明
三
六
）・
第
二
回
（
明
四
四
）
の
二
度
に
わ
た
り
、
裁
判
所
・
検
事
局
・
弁
護
士
会
・
商
業
会
議
所
に
対
し
て
行
わ

れ
た
。
第
一
回
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
［
２
］
民
事
訴
訟
法
改
正
案
修
正
意
見
類
聚
、
第
二
回
が
松
本
博
之
他
編
『
民
事
訴
訟
法
・
明
治
三

六
年
草
案
⑶
（
日
本
立
法
資
料
全
集
45
）』（
平
七
）
の
［
42
・
43
］
民
事
訴
訟
法
及
付
属
法
令
修
正
意
見
類
聚
（
追
加
）
で
あ
る
。
第
一
回
に

お
い
て
は
一
般
的
な
職
権
証
拠
調
を
要
望
す
る
意
見
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

（
17
）［
362
］

（
18
）［
364
］（
明
四
四
・
五
・
三
一
）
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（
19
）［
243
］［
424
］（
大
二
・
一
・
一
五
）。

（
20
）［
453
］（
大
三
・
六
・
二
二
）。
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
『
日
本
』
三
〇
二
頁
注
（
124
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

職
権
証
拠
調
の
一
般
規
定
の
由
来
に
つ
い
て
は
染
野
「
転
回
点
」
以
来
、
外
国
に
類
例
の
な
い
制
度
を
採
用
し
た
と
す
る
見
解
が
一
般
的
で

あ
る
が
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
・
近
世
の
学
識
法
訴
訟
は
、
一
定
以
上
の
積
極
的
な
釈
明
権
の
行
使
・
職
権
探
知
を
み

と
め
て
い
た
（Falk Bom

sdorf, Prozeßm
axim

en und Rechtsw
irklichkeit. V

erhandlungs- und U
ntersuchungsm

axim
e im

 deutschen 
Zivilprozeß. Berlin 1971, S. 42ff., K

nut W
olfgang N

örr, Rom
anisch- kanonisches Prozessrecht. H

eidelberg 2012, passim
., 

鈴

木
正
裕
『
近
代
民
事
訴
訟
法
史
・
ド
イ
ツ
』（
平
二
三
）
三
六
六－

三
七
四
頁
、
水
野
浩
二
「
学
識
的
民
事
訴
訟
に
お
け
る
職
権
補
充
─
─
中
世

末
期
の
解
釈
論
の
変
動
」
北
法
六
五
巻
一
号
（
平
二
六
））。
大
正
改
正
当
時
の
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
雉
本
朗
造
「
民
事
訴
訟
制
度
の
変
遷
及

改
正
運
動
（
付
・
墺
太
利
新
民
事
訴
訟
法
及
び
匃
牙
利
新
民
事
訴
訟
法
）（
六
）（
七
）」
新
聞
八
四
一
、
八
四
二
号
（
大
二
）
や
中
野
峯
夫
「
新

民
事
訴
訟
法
に
於
け
る
当
事
者
主
義
と
職
権
主
義
（
二
）」
曹
誌
八
巻
二
号
（
昭
五
）
一
六
頁
は
、プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
裁
判
所
法
（
一
七
九
三
年
）

や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
（
一
八
九
五
年
）
の
関
連
規
定
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
21
）［
463
］。
染
野
「
転
回
点
」
二
七
三
頁
が
ご
く
あ
っ
さ
り
と
紹
介
す
る
。

（
22
）
大
審
院
が
証
拠
共
通
の
原
則
を
認
め
た
判
例
と
し
て
、
大
判
明
治
四
一
年
五
月
一
一
日
民
録
一
四
輯
五
六
七
頁
が
あ
る
。
な
お
後
の
民
訴
法

改
正
調
査
委
員
会
に
お
い
て
松
岡
は
、証
拠
共
通
の
原
則
を
職
権
証
拠
調
か
ら
切
り
離
し
、大
審
院
の
判
例
に
よ
り
今
日
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
、

と
流
し
て
い
る
（［
609
］（
大
一
一
・
一
二
・
一
二
））。

（
23
）［
279
］（
大
二
・
六
・
二
七
）

（
24
）
笠
井
「
弁
論
主
義
の
意
義
」
三
八
九
頁
注
（
５
）。

（
25
）
明
治
三
二
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
民
事
訴
訟
法
修
正
案
（
松
本
他
編
『
民
事
訴
訟
法
・
明
治
三
六
年
草
案
⑴
（
日
本
立
法
資
料
全

集
43
）』
の
［
２
］）
に
お
い
て
す
で
に
、当
事
者
訊
問
の
規
定
は
存
在
し
て
い
な
い
。
削
除
の
理
由
に
つ
い
て
は
史
料
不
足
（
注
（
14
）
参
照
）

の
た
め
、
現
時
点
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
　
　

当
事
者
訊
問
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
本
稿
と
の
関
連
で
は
さ
し
あ
た
り
、
釈
明
権
の
行
使
が
中
世
学
識
法
手
続
以
来
当
事
者
訊
問
と
ほ
ぼ
同

一
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
（N

örr, Prozessrecht, S. 168

）。
補
充
性
の
原
則
は
、
形
式
的
証
拠
力
を
持
つ
証

拠
方
法
と
し
て
の
当
事
者
宣
誓
が
伝
統
的
に
最
後
の
補
充
的
な
手
段
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
一
九
世
紀
中
の
民
訴
立
法
が
徐
々
に
採
用
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し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
岩
沢
彰
二
郎
「
当
事
者
に
よ
る
証
拠
方
法
」
曹
誌
六
巻
一
～
三
号
（
昭
三
）、
中
野
貞
一
郎
「
当
事
者
訊
問
」）。

（
26
）
注
（
16
）
の
史
料
を
参
照
。

（
27
）
当
事
者
訊
問
は
明
治
民
訴
法
で
は
「
当
事
者
本
人
ノ
訊
問
」（
三
六
〇
条
以
下
）
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
に
お
い
て
は
当
事
者
訊
問

を
指
す
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
「
本
人
訊
問
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
28
）
初
め
て
職
権
証
拠
調
・
当
事
者
訊
問
の
条
文
が
登
場
す
る
の
は
［
475
］
民
事
訴
訟
法
改
正
起
案
会
決
定
案
（
四
一
〇
条
ま
で
）（
起
草
委
員
会

議
案
）
の
大
六
・
六
・
二
五
～
一
二
・
二
四
作
成
の
部
分
に
お
い
て
で
あ
る
。
ち
な
み
に
釈
明
処
分
の
規
定
に
は
、［
１
］
旧
法
典
調
査
会
案
か

ら
［
473
］［
475
］（
大
六
・
二
・
二
六
起
案
会
改
案
）［
477
］［
478
］
の
各
段
階
に
お
い
て
細
か
い
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
29
）［
604
］（
大
一
一
・
一
〇
・
二
四
）。

（
30
）
山
内
確
三
郎
『
民
事
訴
訟
法
の
改
正
（
第
二
巻
）』（
昭
六
）
二
〇
七－

二
一
〇
頁
。
山
内
は
『
法
律
新
聞
』
で
も
同
旨
の
主
張
を
展
開
し
て

い
た
（
大
正
七
年
一
〇
月
二
三
日
付
）。
水
野
「
葛
藤
す
る
法
廷
（
一
）」
五
〇
頁
参
照
。

（
31
）
立
証
の
促
し
を
ど
こ
ま
で
強
化
す
る
か
は
、
起
草
・
立
法
過
程
を
通
じ
て
議
論
の
対
象
と
さ
れ
た
（
水
野
「
口
頭
審
理
」
参
照
）。

（
32
）［
629
］（
大
一
四
・
六
・
一
六
）。
法
文
は
［
481
］
民
事
訴
訟
法
改
正
案
（
第
二
案
）
を
参
照
。

（
33
）［
634
］（
大
一
四
・
七
・
一
四
）。
案
一
二
二
条
ノ
二
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
議
会
提
出
の
第
五
案
（［
500
］）
で
は
案
一
三
一
条
五
号
が
、

証
拠
調
の
規
定
と
し
て
は
案
二
六
二
条
・
三
一
〇
条
が
追
加
さ
れ
た
。

（
34
）［
639
］

（
35
）
法
文
は
下
記
「
３　

立
法
過
程
」
の
冒
頭
に
紹
介
す
る
［
500
］
を
参
照
。

（
36
）
の
ち
の
立
法
過
程
（
貴
院
）
で
は
、
当
事
者
が
立
証
を
尽
く
す
こ
と
を
前
提
に
、
そ
れ
で
も
裁
判
所
が
心
証
を
十
分
に
得
る
に
至
ら
な
か
っ

た
と
こ
ろ
を
、
補
足
と
し
て
当
事
者
訊
問
で
補
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
当
事
者
の
申
立
で
は
な
く
職
権
に
よ
る
こ
と
に
な
る
、
と
説
明
さ
れ
る
。

「
大
体
の
此
立た

て
ま
え前

が
当
事
者
が
立
証
の
手
続
を
尽
す
と
云
う
こ
と
を
土
台
に
置
き
ま
し
て
、
謂
わ
ば
其
補
足
的
の
も
の
で
」、「
心
証
を
得
る
か
得

な
い
か
と
云
う
こ
と
は
裁
判
所
の
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
申
立
人
の
方
に
は
分
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
…
矢
張
り
証
拠
調
べ
と
云
う
、
当
事
者

本
位
と
云
う
こ
と
が
基
礎
に
な
っ
て
居
り
ま
し
て
…
本
人
訊
問
と
云
う
詰
り
補
充
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
」（［
648
］
大
一
五
・
二
・
二
四
、

［
651
］
大
一
五
・
二
・
二
六
）。

（
37
）［
611
］（
大
一
二
・
一
・
一
六
）
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（
38
）［
634
］（
大
一
四
・
七
・
一
四
）。

（
39
）
松
岡
義
正
は
明
治
民
訴
法
三
六
〇
条
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
補
充
性
を
厳
格
に
理
解
し
て
い
た
（『
民
事
証
拠
論
』（
大
一
四
）
六
一
二－

六

一
四
頁
）。「
当
事
者
本
人
の
訊
問
は
、
証
す
べ
き
事
実
若
は
其
の
反
対
事
実
が
証
明
せ
ら
れ
た
る
と
き
、
又
は
証
す
べ
き
事
実
に
付
尚
お
他
の

証
拠
方
法
存
す
る
と
き
（
仮
令
迂
遠
な
る
証
拠
方
法
な
り
と
雖
も
）
は
、
之
を
許
さ
ず
。
故
に
当
事
者
は
、
当
事
者
本
人
の
訊
問
に
依
る
証
拠

調
を
為
さ
し
む
る
が
為
に
、
他
の
証
拠
の
申
出
を
避
止
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
従
て
、
若
し
当
事
者
が
他
の
証
拠
方
法
存
す
る
に
拘
わ
ら
ず
、

当
事
者
本
人
の
訊
問
を
求
む
る
申
立
を
為
し
た
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
之
を
却
下
す
る
こ
と
を
要
す
」。
松
岡
以
外
の
論
者
の
見
解
に
つ
い
て
は

岩
沢
「
当
事
者
に
よ
る
証
拠
方
法
（
三
・
完
）」
二
〇－

二
一
頁
を
参
照
。

　
　
　

し
か
し
当
時
の
実
務
の
扱
い
は
、
や
や
異
な
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
大
判
大
正
八
年
六
月
一
六
日
民
録
二
五
輯
一
〇
四
四
頁
は
補
充
性
の

原
則
を
確
認
し
た
上
で
、「
本
人
訊
問
を
為
し
た
る
後
に
至
り
て
は
当
事
者
よ
り
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
旨
の
規
定
な
け
れ
ば
、
其
後

に
於
て
各
当
事
者
の
提
出
し
た
る
証
拠
を
以
て
、
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
為
す
を
得
ざ
る
も
の
と
す
」
と
判
示
し
て
い
た
。
下
記
「
３　

立

法
過
程
」
の
質
疑
も
参
照
。

（
40
）［
639
］。
宣
誓
の
上
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者
へ
の
過
料
は
［
479
］
民
事
訴
訟
法
改
正
案
（
第
一
案
・
議
案
）
で
は
五
〇
〇
円
だ
っ
た
が
、［
481
］

民
事
訴
訟
法
改
正
案
（
第
二
案
）
以
降
一
〇
〇
〇
円
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）［
関
連
資
料
３
～
５
］

（
42
）
法
文
は
下
記
「
３　

立
法
過
程
」
の
冒
頭
に
紹
介
す
る
［
500
］
を
参
照
。

（
43
）［
611
］（
大
一
二
・
一
・
一
六
）。

（
44
）［
634
］（
大
一
四
・
七
・
一
四
）

（
45
）
貴
衆
両
院
の
審
議
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
水
野
「
口
頭
審
理
」
二
六
、
二
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
46
）［
関
連
資
料
７
］（
大
一
五
・
一
・
九
）。
こ
の
意
見
書
は
池
田
寅
二
郎
（
民
事
局
長
）
に
宛
て
て
書
か
れ
、『
法
律
新
聞
』（
大
正
一
五
年
一
月

二
〇
日
付
）
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）［
関
連
資
料
８
］『
法
律
新
聞
』（
大
正
一
五
年
三
月
三
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
48
）［
関
連
資
料
９
］『
法
律
新
聞
』（
大
正
一
五
年
三
月
二
〇
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）［
関
連
資
料
11
］
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（
50
）
日
本
弁
護
士
協
会
・
東
京
弁
護
士
会
の
意
見
も
こ
の
点
に
つ
い
て
同
旨
を
主
張
す
る
。

（
51
）［
関
連
資
料
９
］。
自
己
の
訴
訟
に
つ
い
て
真
相
の
陳
述
を
強
制
す
る
の
は
人
情
に
も
と
る
。
陳
述
を
措
信
で
き
な
い
と
は
い
え
て
も
、
虚
偽

と
ま
で
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。「
婦
人
老
人
其
の
他
の
怯
懦
者
」
は
処
罰
を
恐
れ
て
訴
訟
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
悪
質
な
場
合

は
刑
法
の
詐
欺
罪
で
処
罰
す
れ
ば
よ
い
。

（
52
）
他
方
、当
時
の
『
法
律
新
聞
』
に
は
一
般
の
実
務
法
曹
の
改
正
法
案
へ
の
意
見
表
明
が
見
ら
れ
、職
権
介
入
の
強
化
に
賛
同
す
る
も
の
が
多
い
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
水
野
「
葛
藤
す
る
法
廷
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
53
）［
648
］（
大
一
五
・
二
・
二
四
）（
佐
竹
三
吾
）、［
651
］（
大
一
五
・
二
・
二
六
）（
志
水
小
一
郎
）

（
54
）
長
島
毅
説
明
員
も
同
旨
を
述
べ
て
い
る
（［
651
］（
大
一
五
・
二
・
二
六
））。

（
55
）
水
上
だ
け
は
、「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
に
強
度
の
職
権
介
入
を
期
待
し
て
い
た
（
下
記
四
参
照
）。
水
上
が
釈
明
権
に
つ
い
て

も
相
当
以
上
の
強
化
を
主
張
し
て
議
論
の
一
方
の
「
極
」
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、水
野
「
口
頭
審
理
」
二
六
頁
以
下
で
詳
細
に
論
じ
た
。

（
56
）［
648
］（
大
一
五
・
二
・
二
四
）

（
57
）［
643
］（
大
一
五
・
二
・
二
〇
）「
…
現
在
の
規
定
の
中
で
も
、
裁
判
官
が
余
り
励
行
を
し
な
い
…
も
の
が
あ
る
。
…
自
分
の
心
情
に
於
て
は
斯こ

う
し
た
方
が
宜
か
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
…
或
は
上
級
裁
判
所
で
破
毀
さ
れ
る
、
或
は
取
消
さ
れ
る
と
云
う
よ
う
な
、
即
ち
入い

ら
ぬ
心
配
を
す
る

が
為
に
、
…
先
ず
是
ま
で
の
仕し

来き
た

り
に
従
っ
て
、
自
分
の
思
う
存
分
通
り
の
処
置
を
し
な
い
と
云
う
よ
う
な
傾

か
た
む
き

は
多
々
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

現
に
今
度
の
改
正
案
に
付
き
ま
し
て
は
、
此
裁
判
所
に
於
て
職
権
証
拠
調
べ
の
原
則
を
幾
分
か
認
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
現
訴
訟

法
で
は
ど
う
か
。
そ
れ
は
幾
分
認
め
ら
れ
て
居
る
。
或
る
場
合
に
於
て
、
例
え
ば
本
人
訊
問
・
釈
明
権
な
ど
、
裁
判
官
に
於
て
十
分
に
其
規
定

の
趣
旨
と
精
神
と
を
能よ

く
考
え
て
、
そ
う
し
て
之
を
出
来
得
る
だ
け
其
趣
旨
を
拡
張
し
て
行
こ
う
と
云
う
考
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
今
度
改

正
に
な
り
ま
し
た
よ
う
に
は
行
き
ま
す
ま
い
け
れ
ど
も
、
現
在
や
っ
て
居
る
扱
い
よ
り
は
、
一
層
範
囲
が
広
く
な
っ
て
来
て
、
是
が
為
に
其
訴

訟
の
遅
延
す
る
も
の
幾
分
か
減
ず
る
と
云
う
こ
と
は
実
際
あ
る
こ
と
じ
ゃ
ろ
う
、
と
私
は
考
え
る
」

（
58
）［
648
］（
大
一
五
・
二
・
二
四
）。
中
野
「
当
事
者
訊
問
」
一
九
七－
一
九
九
頁
で
質
疑
の
あ
ら
ま
し
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
59
）
職
権
介
入
積
極
派
の
水
上
長
次
郎
さ
え
、「［
当
事
者
本
人
は
］
訴
訟
に
は
最
も
利
害
の
痛
切
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か

ら
し
て
、
自
分
の
為
に
不
利
な
こ
と
は
言
わ
な
い
、
若も

し

く
は
嘘
を
つ
く
と
云
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
は
な
い
。
是
は
人
情
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

証
人
の
調
べ
の
場
合
に
も
利
害
関
係
あ
る
こ
と
は
宣
誓
を
さ
せ
な
い
。
そ
れ
が
当
然
で
あ
る
。
…
…［
案
三
三
九
条
で
］宣
誓
を
せ
し
め
て
間
違
っ
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た
か
ら
と
云
う
て
千
円
以
下
の
過
料
に
処
す
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
す
る
と
、
是
は
少
し
苛
酷
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
懐
疑
的
な
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。

（
60
）
唯
一
の
例
外
と
し
て
職
権
介
入
積
極
派
の
水
上
長
次
郎
が
、
案
三
三
六
条
の｢

必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ｣

は
、
和
解
勧
試
の
機
会
を
早

期
に
提
供
す
る
趣
旨
な
の
か
と
質
問
し
て
い
る
（［
646
］（
大
一
五
・
二
・
二
二
））。
池
田
政
府
委
員
は
、
案
三
三
六
条
は
証
拠
調
な
の
で
不
適

切
で
あ
り
、釈
明
処
分
の
案
一
三
一
条
一
項
一
号
に
よ
り
本
人
を
出
頭
さ
せ
る（
明
治
民
訴
法
一
一
四
条
で
も
大
体
そ
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
）、

案
一
三
六
条
二
項
も
あ
る
と
い
う
「
形
式
的
な
」
区
別
で
か
わ
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
中
野
「
当
事
者
尋
問
」
一
九
一
頁
は
補
充
性
を
批
判
す

る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
水
上
と
同
様
の
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

　
　
　

�

案
一
三
六
条　

①
裁
判
所
ハ
訴
訟
ノ
如
何
ナ
ル
程
度
ニ
在
ル
ヲ
問
ハ
ス
和
解
ヲ
試
ミ
又
ハ
受
命
判
事
若
ハ
受
託
判
事
ヲ
シ
テ
之
ヲ
試
ミ
シ
ム

ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　

②
裁
判
所
又
ハ
受
命
判
事
若
ハ
受
託
判
事
ハ
和
解
ノ
為
当
事
者
本
人
又
ハ
其
ノ
法
定
代
理
人
ノ
出
頭
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
61
）［
652
］（
大
一
五
・
三
・
三
）

（
62
）［
661
］（
大
一
五
・
三
・
一
二
）

（
63
）
染
野
義
信
氏
は
こ
の
発
言
に
注
目
し
て
い
る
（「
転
回
点
」
二
九
三
頁
）。

（
64
）［
668
］（
大
一
五
・
三
・
二
二
）。

（
65
）
染
野
「
転
回
点
」
二
九
四
頁
。

（
66
）［
664
］（
大
一
五
・
三
・
一
六
）（
広
瀬
徳
蔵
・
横
山
金
太
郎
（
憲
政
会
）・
清
瀬
一
郎
（
新
正
倶
楽
部
））

（
67
）［
661
］（
大
一
五
・
三
・
一
二
）

（
68
）［
665
］（
大
一
五
・
三
・
一
七
）（
磯
部
尚
（
政
友
会
））

（
69
）［
668
］（
大
一
五
・
三
・
二
二
）
の
岡
本
実
太
郎
に
対
す
る
齋
藤
委
員
長
の
答
弁
。
な
お
、
広
瀬
徳
蔵
は
小
委
員
会
で
修
正
説
（
内
容
不
明
）

を
出
し
た
が
賛
成
者
が
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
70
）［
668
］（
大
一
五
・
三
・
二
二
）。
宣
誓
・
過
料
を
削
除
す
る
と
し
た
の
が
岡
本
実
太
郎
・
広
瀬
徳
蔵
、「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」

の
削
除
を
主
張
し
た
の
が
磯
部
尚
・
谷
原
公
（
政
友
本
党
）、
平
川
松
太
郎
（
憲
政
会
）
は
い
ず
れ
か
の
削
除
を
主
張
し
た
。

（
71
）「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
だ
と
、
い
つ
で
も
裁
判
所
が
当
事
者
本
人
を
訊
問
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
何
ら
の
証
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拠
も
調
べ
な
い
う
ち
で
も
で
き
る
の
で
、
そ
の
あ
と
証
拠
調
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
。
女
子
や
訴
訟
に
慣
れ
な
い
者
は
裁

判
所
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
事
実
に
反
す
る
よ
う
な
陳
述
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
偽
証
の
場
合
に
は
弁
護
士
が
教
唆
し
た
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
常
に
問
題
に
な
り
、（
本
人
訊
問
の
際
は
必
ず
弁
護
士
が
本
人
に
助
言
す
る
か
ら
）弁
護
士
が
制
裁
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

田
舎
の
了
解
し
な
い
裁
判
所
で
は
、「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
を
適
用
す
る
場
合
が
た
く
さ
ん
出
て
き
よ
う
。
従
っ
て
「
其
ノ
他
必

要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
か
「
宣
誓
」
の
い
ず
れ
か
を
削
る
べ
き
、
と
し
た
。

（
72
）
注
（
39
）
で
紹
介
し
た
大
審
院
判
例
も
参
照
。

（
73
）
広
瀬
徳
蔵
「
成
程
政
府
委
員
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
最
終
と
云
う
時
が
分
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
其
前
に
於
て
も
之
を
許
す
必
要
が
あ
る

と
云
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
理
由
な
し
と
致
し
ま
せ
ぬ
」

　
　

磯
部
尚
「
只
今
政
府
委
員
が
御
答
に
な
っ
た
こ
と
は
、
裁
判
常
識
と
し
て
は
当
然
左
様
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
辺
鄙
な
所
に
参
り

ま
し
て
、
随
分
化
石
し
た
判
事
な
ど
は
何
を
や
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
…
矢
張
現
行
法
通
り
ざ
っ
と
証
拠
調
を
し
て
、
心
証
を
得
る
こ
と
能
わ
ざ
る

と
き
に
初
め
て
当
事
者
の
訊
問
に
移
る
と
云
う
こ
と
を
規
定
し
て
置
い
た
方
が
、
過
ち
が
少
か
ろ
う
」

　
　

谷
原
公
「
三
百
三
十
六
条
の
中
か
ら
『
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
職
権
ヲ
以
テ
』
と
云
う
文
字
を
削
り
ま
し
て
も
、
裁
判
所
は
証
拠

調
に
依
て
十
分
心
証
を
得
な
い
場
合
に
、
初
め
て
当
事
者
本
人
の
訊
問
に
移
る
、
或
は
又
其
後
に
於
て
有
力
な
る
証
拠
調
の
必
要
あ
る
と
き
は

証
拠
調
に
移
る
こ
と
は
一
向
差
支
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
職
権
濫
用
の
弊
を
防
ぐ
意
味
に
於
き
ま
し
て
、
あ
の
文
字
を
削
る
こ
と
に
賛
成

致
し
た
い
」

　
　
　

以
上
の
点
に
つ
き
、
中
野
「
当
事
者
尋
問
」
一
九
九－
二
〇
二
頁
、
と
く
に
二
〇
二
頁
の
分
析
を
参
照
。

（
74
）［
670
］（
大
一
五
・
三
・
二
四
）

（
75
）
佐
竹
三
吾
は
、「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
は
単
な
る
注
意
的
な
規
定
に
過
ぎ
な
い
。
他
の
証
拠
調
に
よ
っ
て
十
分
な
心
証
を
得
ら

れ
な
い
場
合
に
、
最
後
の
手
段
と
し
て
当
事
者
訊
問
は
行
う
の
で
あ
り
、
訊
問
の
結
果
判
明
し
た
事
実
に
つ
い
て
さ
ら
に
証
拠
調
を
行
う
こ
と

は
実
務
上
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
が
削
除
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
取
扱
上
な
ん
ら
差
異
は
生
じ
な
い

と
水
上
に
反
論
し
て
い
る
。
衆
院
と
同
様
の
認
識
が
貴
院
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
76
）
山
内
『
改
正
』
第
二
巻
五
九－

六
〇
頁
。

（
77
）
長
島
＝
森
田
『
解
釈
』
三
一
〇－

三
一
一
頁
。
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（
78
）
山
内
『
改
正
』
第
一
巻
二
二
三
頁

（
79
）
山
内
『
改
正
』
第
一
巻
二
二
八
頁
。

（
80
）
長
島
＝
森
田
『
解
釈
』
一
三
七
、
一
四
一
頁
。

（
81
）
松
岡
『
註
釈
』
第
四
巻
七
四
八
頁
は
、「
当
事
者
本
人
の
陳
述
が
訴
訟
代
理
人
の
陳
述
に
優
る
の
故
の
み
を
以
て
、
当
事
者
本
人
の
出
頭
を
命

ず
る
こ
と
を
得
ず
。
蓋け

だ
し

這こ
れ

は
訴
訟
関
係
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
の
目
的
の
範
囲
を
超
越
し
て
、不
干
渉
審
理
主
義
に
触
る
る
に
至
る
を
以
て
な
り
」

と
述
べ
る
。

（
82
）
山
内
『
改
正
』
第
二
巻
一
一
二－

一
一
五
頁
。

　
　
　

中
野
「
当
事
者
尋
問
」
二
〇
三
、
二
一
〇
頁
は
、
二
六
一
条
が
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
の
職
権
証
拠
調
を
一
般
に
認
め
て
い

た
こ
と
が
、
当
事
者
訊
問
の
補
充
性
の
枠
の
し
め
つ
け
を
可
能
に
し
た
の
で
は
と
解
釈
す
る
（
従
っ
て
二
六
一
条
が
削
除
さ
れ
た
現
状
［
平
成

民
訴
改
正
前
］で
は
、当
事
者
尋
問
の
補
充
性
の
解
釈
は
柔
軟
な
方
向
に
変
わ
っ
て
当
然
で
あ
る
）。
実
定
法
解
釈
論
と
し
て
は
あ
り
え
よ
う
が
、

起
草
・
立
法
過
程
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
う
考
え
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
83
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
宗
教
心
の
衰
え
た
結
果
、
宣
誓
の
力
が
甚
だ
薄
弱
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
民
訴
法
に
お
い
て
は
宣
誓
は
宗
教
心
で

は
な
く
、
そ
の
人
の
良
心
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
差
異
化
さ
れ
る
。
山
内
に
お
い
て
こ
の
種
の
リ
ー
ズ
ニ
ン
グ
は

稀
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
「
訴
訟
誠
実
」
や
「
国
民
と
裁
判
官
の
連
帯
義
務
」
と
い
っ
た
用
語
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
民
訴
法
学
の

影
響
を
受
け
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
84
）
山
内
『
改
正
』
第
二
巻
一
一
五－

一
一
八
頁
。

（
85
）
長
島
＝
森
田
『
解
釈
』
三
七
三－

三
七
四
頁
。

（
86
）
職
権
証
拠
調
の
費
用
を
当
事
者
が
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、職
権
介
入
に
対
す
る
実
務
レ
ベ
ル
で
の
制
約
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

法
律
取
調
委
員
会
で
は
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
み
ら
れ
る
（［
463
］
大
三
・
一
二
・
二
）。

　
　

仁
井
田
益
太
郎
「［
職
権
証
拠
調
の
］
費
用
は
当
事
者
に
予
納
せ
し
め
、
若
し
予
納
せ
ざ
る
と
き
は
証
拠
調
を
為
さ
ざ
る
こ
と
と
な
る
べ
し
」

　
　

横
田
五
郎
「
然
ら
ば
刑
事
訴
訟
と
は
異
る
べ
し
」

　
　

山
内
確
三
郎
「
然
り
。
職
権
主
義
を
加
味
す
る
と
云
う
は
、
刑
事
訴
訟
の
如
く
絶
対
的
に
職
権
主
義
を
採
る
に
非
ず
。
適
当
な
る
程
度
に
止
む

る
意
な
り
」
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民
訴
法
と
同
時
に
改
正
さ
れ
た
民
訴
費
用
法
は
、
予
納
さ
れ
な
か
っ
た
費
用
を
裁
判
所
が
取
り
立
て
る
た
め
の
規
定
を
新
設
し
た
（
一
八
条
）。

長
島
＝
森
田
『
解
釈
』
三
一
〇－

三
一
一
頁
も
二
六
一
条
に
つ
い
て
、
職
権
証
拠
調
の
費
用
は
必
ず
当
事
者
（
原
告
の
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
）

に
予
納
さ
せ
、
予
納
な
き
場
合
は
証
拠
調
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。

（
87
）
詳
細
は
水
野
「
葛
藤
す
る
法
廷
」
に
て
詳
論
し
た
。

（
88
）
笠
井「
弁
論
主
義
」三
九
三
頁
が
引
用
す
る
文
献
な
ど
。
二
六
一
条
が
職
権
濫
用
に
つ
な
が
る
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
の
は
早
川
弥
三
郎「
改

正
民
事
訴
訟
法
論
評
」
法
律
及
政
治
五
巻
八
号
（
大
一
五
）
六－

七
頁
、有
馬
忠
三
郎｢

証
拠
調
に
関
し
て
裁
判
所
に
望
む｣

正
義
五
巻
九
号
（
昭

四
）
の
み
に
留
ま
る
。

（
89
）
村
松
俊
夫｢

証
拠
に
お
け
る
弁
論
主
義｣

（
同
『
民
事
裁
判
の
理
論
と
実
務
』（
昭
四
二
）
所
収
、
初
出
は
昭
三
一
）
は
、
戦
後
の
二
六
一
条

廃
止
が
真
実
発
見
に
関
し
あ
ま
り
不
都
合
を
生
じ
さ
せ
て
い
な
い
一
因
と
し
て
、
釈
明
権
の
行
使
（
立
証
の
促
し
）
で
代
用
で
き
る
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。

（
90
）
染
野
「
転
回
点
」
二
八
一
頁
注
（
39
）、
二
八
八
頁
、
三
〇
〇
頁
注
（
62
）
は
、
根
拠
と
し
て
旧
法
典
調
査
会
案
へ
の
意
見
聴
取
（
上
記
「
２

起
草
過
程
」
の
一
⑴
を
参
照
）、
仁
井
田
益
太
郎
の
発
言
（［
463
］
大
三
・
一
二
・
二
）
な
ど
を
挙
げ
る
。

（
91
）
水
野
「
葛
藤
す
る
法
廷
」
に
て
詳
細
に
論
じ
た
。

（
92
）「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
の
削
除
ゆ
え
に
補
充
性
を
厳
密
に
解
す
る
も
の
と
し
て
、
加
藤
正
治
「
改
正
民
事
訴
訟
法
案
概
説
・
補

遺
」
法
協
四
四
巻
五
号
（
大
一
五
）
九
四
三
頁
、早
川
「
改
正
民
事
訴
訟
法
論
評
」
法
律
及
政
治
五
巻
九
号
（
大
一
五
）
一
八
頁
以
下
、岩
沢
「
当

事
者
に
よ
る
証
拠
方
法
」
曹
誌
六
巻
三
号
（
昭
三
）
二
三－

三
〇
頁
。
他
方
、
中
野
峯
夫
「
新
民
事
訴
訟
法
に
於
け
る
当
事
者
主
義
と
職
権
主

義
（
二
）」
曹
誌
八
巻
二
号
（
昭
五
）
三
九
頁
は
、
証
拠
法
総
則
の
二
六
一
条
が
「
其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
の
職
権
証
拠
調
を
認
め

て
い
る
以
上
、
当
事
者
訊
問
も
そ
の
他
必
要
あ
る
と
き
に
も
認
め
ら
れ
る
と
解
し
て
い
る
。

（
93
）
宣
誓
・
過
料
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
学
説
で
は
そ
れ
自
体
を
疑
問
視
す
る
見
解
は
見
ら
れ
な
い
。
実
務
で
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
、

ほ
ぼ
例
外
な
く
宣
誓
さ
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
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